
た
か
驚
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
，
こ
の
被
害
額
は
，
最
近

の
本
県
の
農
業
予
算
の
約
１０
年
分
に
相
当
す
る
金
額
と
な
っ

て
い
る
。

II
I．
生
産
基
盤
の
復
旧
に
係
る
対
応
状
況

宮
城
県
の
沿
岸
部
地
域
は
，
こ
れ
ま
で
水
稲
は
も
と
よ
り
イ

チ
ゴ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
県
内
有
数
の
園
芸
産
地
と
し
て
発
展
し

て
き
た
。
こ
の
地
域
は
東
日
本
大
震
災
で
最
も
被
害
の
大
き

か
っ
た
こ
と
か
ら
，
農
業
生
産
の
回
復
に
向
け
て
，
早
期
に
営

農
再
開
で
き
る
よ
う
に
，
農
業
生
産
基
盤
で
あ
る
農
地
・
農
業

用
施
設
の
一
日
も
早
い
復
旧
が
求
め
ら
れ
た
。

農
業
生
産
基
盤
の
早
期
復
旧
に
対
す
る
，
こ
れ
ま
で
の
取
組

み
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

排
水
機
場
は
，
沿
岸
部
の
基
幹
的
な
６９
施
設
す
べ
て
が
被

災
し
た
。
排
水
対
策
は
県
民
生
活
や
営
農
再
開
に
も
直
結
す
る

の
で
機
場
の
復
旧
は
緊
急
を
要
し
た
。
ま
ず
国
か
ら
災
害
応
急

ポ
ン
プ
を
借
り
受
け
る
な
ど
の
応
急
措
置
や
既
設
ポ
ン
プ
の
応

急
復
旧
工
事
に
よ
り
修
理
を
急
い
だ
。

被
災
し
た
６９
施
設
の
う
ち
，
影
響
の
大
き
い
主
要
な
５１

施
設
で
は
，
す
べ
て
の
ポ
ン
プ
が
稼
働
あ
る
い
は
一
部
の
ポ
ン

プ
が
稼
働
し
て
お
り
，
現
在
で
は
震
災
前
の
約
８
割
の
排
水

能
力
ま
で
回
復
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
な
お
，
未
復
旧
の
機

場
に
お
い
て
は
仮
設
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
，
農
地
上
の
が
れ
き
撤
去
（
災
害
廃
棄
物
処
理
）
は
約

６
，４
００
ha
で
実
施
中
で
あ
り
，
平
成
２４
年
３
月
末
で
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
（
口
絵
写
真
‐５
～
６
）。

農
地
復
旧
は
津
波
で
浸
水
し
た
農
地
約
１４
，３
００
ha
の
う

ち
，
約
１
，１
５０
ha
に
つ
い
て
昨
年
の
春
先
に
緊
急
的
な
除
塩

対
策
を
実
施
し
，
水
稲
や
大
豆
の
作
付
け
が
行
わ
れ
た
。

平
成
２３
年
度
は
，
平
成
２４
年
の
作
付
け
に
向
け
て
新
た

に
４
，１
００
ha
程
度
の
農
地
復
旧
・
除
塩
対
策
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
口
絵
写
真
‐７
～
８
）。

IV
．
災
害
対
応
の
足
跡

１
．
被
害
状
況
調
査
等

東
日
本
大
震
災
後
に
お
い
て
，
県
が
行
っ
た
被
害
状
況
の
調

査
を
下
記
に
示
す
。

・
３
月
１１
日
１４
時
４６
分
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発

生
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．０
，
震
度
７
（
栗
原
市
）。

・
３
月
１２
日
緊
急
た
め
池
点
検
と
し
て
，
栗
駒
ダ
ム
ほ
か

１５
ダ
ム
，
た
め
池
１７
９
カ
所
で
実
施
。

・
３
月
１２
日
各
地
方
振
興
事
務
所
に
お
い
て
，
被
害
調
査

を
開
始
。

・
３
月
１３
日
激
甚
災
害
指
定
（
本
激
）
官
報
掲
載
。

・
３
月
１８
日
農
地
・
農
業
用
施
設
お
よ
び
海
岸
保
全
施
設

に
係
る
災
害
概
要
（
農
地
・
農
業
用
施
設
が
１０
億
円
を

超
え
，
海
岸
保
全
施
設
が
３
億
円
を
超
え
る
見
込
み
）
を

東
北
農
政
局
長
に
報
告
。

・
３
月
２８
日
津
波
被
害
を
含
む
農
地
・
農
業
用
施
設
等
被

害
額
３７
９
，２
８３
，０
５５
千
円
（
う
ち
津
波
被
害

３７
５
，２
３０
，０
００
千
円
）
を
公
表
。
こ
の
被
害
報
告
（
第
１

報
）
を
東
北
農
政
局
お
よ
び
東
北
財
務
局
に
報
告
。

・
４
月
７
日
２３
時
３２
分
余
震
発
生
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
．４
，
震
度
６
強
（
仙
台
市
，
栗
原
市
）。

・
７
月
２７
日
津
波
浸
水
農
地
面
積
等
の
精
査
に
よ
る
７
月

２０
日
時
点
の
農
地
・
農
業
用
施
設
等
被
害
額

４３
２
，６
０６
，９
４５
千
円
（
う
ち
津
波
被
害
額
４０
８
，５
９７
，９
１０

千
円
）
を
公
表
（
表
‐１
）。

２
．
応
急
対
策
・
災
害
廃
棄
物
対
策

・
３
月
１３
日
名
取
地
区
の
排
水
対
策
と
し
て
東
北
農
政
局

技
術
事
務
所
に
災
害
応
急
ポ
ン
プ
の
貸
出
を
要
請
。

・
３
月
１４
日
名
取
地
区
に
湛
水
排
除
用
の
災
害
応
急
ポ
ン

プ
を
設
置
。
そ
の
後
順
次
，
亘
理
・
山
元
地
区
，
仙
台
東

部
地
区
，
七
ヶ
浜
地
区
，
松
島
地
区
，
鳴
瀬
地
区
，
河
南

矢
本
地
区
，
稲
井
地
区
，
北
上
川
沿
岸
地
区
に
も
設
置
。

・
３
月
１７
日
農
地
海
岸
早
川
地
区
（
松
島
町
）
の
堤
防
応

表
‐１

農
地
・
農
業
用
施
設
等
被
害
額
（
平
成
２３
年
７
月
２０
日
）

（
１
）
農
地
・
農
業
用
施
設

箇
所
数
等

被
害
額（
千
円
）

【
津
波
区
域
】

農
地
（
水
田
・
畑
）

ダ
ム
・
頭
首
工

た
め
池

用
排
水
路
・
サ
イ
ホ
ン

用
排
水
機
場（
ポ
ン
プ
）

道
路
・
橋
梁

１４
，３
４１
ha

１７
カ
所

１９
カ
所

３８
５
カ
所

２９
６
カ
所

７７
カ
所

２７
５
，７
０５
，５
００

１
，５
２８
，６
００

１
，３
０１
，６
００

３５
，３
２９
，９
００

５４
，６
０２
，１
５０

５１
３
，０
１０

小
計

７９
４
カ
所

３６
８
，９
８０
，７
６０

【
津
波
区
域
以
外
】

農
地
（
水
田
・
畑
）

ダ
ム
・
頭
首
工

た
め
池

用
排
水
路
・
サ
イ
ホ
ン

用
排
水
機
場（
ポ
ン
プ
）

道
路
・
橋
梁

４０
９
カ
所

４３
カ
所

５６
２
カ
所

１
，６
７２
カ
所

３０
３
カ
所

８３
４
カ
所

４０
３
，１
９４

１
，２
４４
，９
５０

２
，１
００
，０
４２

５
，４
７５
，１
３３

１
，５
８４
，３
７５

１
，４
３５
，６
０２

小
計

３
，８
２３
カ
所

１２
，２
４３
，２
９６

計
４
，６
１７
カ
所

３８
１
，２
２４
，０
５６

（
２
）
生
活
環
境
施
設

【
津
波
区
域
】

集
落
排
水
等

２１
カ
所

１５
，０
８５
，０
００

【
津
波
区
域
以
外
】

集
落
排
水
等

８５
カ
所

１１
，７
６５
，７
３９

計
１０
６
カ
所

２６
，８
５０
，７
３９

（
３
）
海
岸
保
全
施
設

【
津
波
区
域
】

海
岸
堤
防

１０
２
カ
所

２４
，５
３２
，１
５０

計
１０
２
カ
所

２４
，５
３２
，１
５０

（
４
）
（
１
）～
（
３
）の
合
計

【
津
波
区
域
】

【
津
波
区
域
以
外
】

９１
７
カ
所

３
，９
０８
カ
所

４０
８
，５
９７
，９
１０

２４
，０
０９
，０
３５

合
計

４
，８
２５
カ
所

４３
２
，６
０６
，９
４５
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I．
は
じ
め
に

平
成
２３
年
３
月
１１
日
に
本
県
を
襲
っ
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
（
以
下
，「
東
日
本
大
震
災
」
と
い
う
）
は
，
わ
が

国
観
測
史
上
最
大
規
模
の
地
震
で
あ
り
，
大
き
な
揺
れ
と
そ
の

後
に
続
い
た
大
津
波
に
よ
り
，
本
県
沿
岸
部
を
中
心
に
き
わ
め

て
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

こ
の
よ
う
に
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
本
県
と
し
て
は
，
昨
年

４
月
１１
日
に
ど
の
よ
う
に
復
興
を
果
た
し
て
い
く
か
と
い
う

方
向
性
を
述
べ
た
「
宮
城
県
震
災
復
興
基
本
方
針
（
素
案
）」

を
県
民
に
提
示
し
た
。
さ
ら
に
，
わ
が
国
を
代
表
す
る
学
識
経

験
者
か
ら
な
る
「
宮
城
県
震
災
復
興
会
議
」
を
設
置
し
提
言
を

得
る
と
と
も
に
，
県
民
か
ら
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
，
今
後

１０
年
間
の
復
興
の
道
筋
を
示
す
「
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
」
を

策
定
し
た
。

本
県
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
災
害
か
ら
県
民
と
力
を
合
わ
せ

て
復
興
を
成
し
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
，
従
来
と
は
違
っ
た
新

た
な
制
度
設
計
や
思
い
切
っ
た
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
ふ
る
さ
と
宮
城
の
再
生
と
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
て
，
５
つ
の
基
本
理
念
を
設
け
て
い
る
。

１
．
災
害
に
強
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

２
．
県
民
一
人
ひ
と
り
が
復
興
の
主
体
・
総
力
を
結
集
し

た
復
興

３
．「
復
旧
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
抜
本
的
な
「
再
構
築
」

４
．
現
代
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
先
進
的
な
地
域
づ
く

り

５
．
壊
滅
的
な
被
害
か
ら
の
復
興
モ
デ
ル
の
構
築

こ
の
５
つ
を
基
本
理
念
に
持
ち
な
が
ら
，
宮
城
県
震
災
復

興
計
画
を
「
提
案
型
」
の
復
興
計
画
と
し
て
策
定
し
，
現
在
，

農
業
・
農
村
分
野
に
お
い
て
も
魅
力
あ
る
農
業
・
農
村
の
再
興

に
向
け
て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
，
本
報
で
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
本
県
の
被
災
状

況
と
対
応
に
つ
い
て
，
農
業
関
係
を
中
心
に
農
地
の
復
旧
や
が

れ
き
撤
去
，
排
水
機
場
の
応
急
復
旧
状
況
な
ど
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
，
農
地
・
農
業
用
施
設
に
係
る
災
害
対
応
に
つ
い
て
初

期
の
被
害
調
査
か
ら
災
害
査
定
ま
で
の
１０
カ
月
間
の
対
応
の

足
跡
を
報
告
す
る
。

II
．
農
林
水
産
関
係
被
害
の
状
況
な
ど

東
日
本
大
震
災
は
，
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
９
．０
と
い
う
世

界
最
大
級
の
も
の
で
あ
っ
た
。

宮
城
県
沖
の
地
震
は
，
３０
年
以
内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
．５
～
８
．０
級
の
発
生
確
率
が
９９
％
以
上
と
予
想
さ
れ
て
い
た

が
，
そ
の
規
模
の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
地
震
に
見
舞
わ

れ
，
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
死
者
お
よ
び
行
方
不
明
者

が
，
県
内
で
１
万
人
を
超
え
る
大
規
模
災
害
と
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
は
，
津
波
に
よ
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
，
津
波
の
高
さ
は
，
石
巻
市
鮎
川
で
８
．６
m
，
仙
台
港

で
７
．２
m
，
三
陸
沿
岸
で
は
１５
m
を
超
え
た
と
い
わ
れ
て
お

り
，
内
陸
部
へ
の
到
達
距
離
も
最
大
で
６
km
に
至
る
な
ど
，

想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
規
模
な
津
波
で
，
県

土
の
４
．５
％
に
当
た
る
３２
７
km

２
が
浸
水
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
，
本
県
農
地
の
約
１０
％
に
当
た
る
約
１４
，３
００
ha
が
被
害

を
受
け
，
今
も
海
水
が
浸
水
し
て
い
る
農
地
が
存
在
し
て
い

る
。 地
震
後
，
沿
岸
部
の
地
域
に
お
い
て
，
海
抜
０
m
以
下
の

面
積
は
増
加
し
て
お
り
，
震
災
前
の
３
．４
倍
に
当
た
る
５６

km
２
と
な
っ
て
い
る
。
沿
岸
部
を
中
心
に
大
き
く
地
盤
が
沈

下
し
，
原
形
復
旧
に
よ
る
復
興
は
き
わ
め
て
困
難
な
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

次
に
，
東
日
本
大
震
災
の
被
害
の
概
況
で
あ
る
が
，
現
在
，

県
全
体
の
被
害
額
は
８７
，９
６２
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
最
も
被

害
額
が
大
き
い
の
は
住
宅
関
係
の
建
築
物
が
４８
，３
９４
億
円
，

次
い
で
道
路
，
河
川
，
海
岸
な
ど
の
公
共
土
木
施
設
・
交
通
基

盤
施
設
が
１２
，６
２４
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
業
の
被
害
額
は
，
農
業
・
林
業
・
水
産
業
を
あ
わ

せ
て
１２
，２
８６
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
，
農
業
関
連

の
被
害
額
は
５
，１
４４
億
円
に
の
ぼ
り
，
農
地
・
農
業
用
施
設

の
被
害
（
表
‐１
）は
３
，８
１２
億
円
と
な
っ
て
い
る
（
口
絵
写
真

‐１
～
４
）。

農
業
全
体
の
被
害
の
う
ち
，
津
波
に
よ
る
被
害
の
割
合
は
約

９
割
と
な
っ
て
お
り
，
津
波
に
よ
る
被
害
が
い
か
に
大
き
か
っ

小
特
集

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
１
年
－
４

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
宮
城
県
の
被
災
状
況
と
対
応
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†

†
宮
城
県
農
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水
産
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農
村
整
備
課

東
日
本
大
震
災
，
災
害
復
旧
，
農
地
，
農
業
用
施
設
，

除
塩

報
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水
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知
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表
‐２

災
害
査
定
結
果
一
覧

査
定
期
間

班
数

箇
所
数

金
額（
百
万
円
）

平
成
２３
年
５
月
１２
日
～
１２
月
２８
日

７４
２
，４
３３

１１
５
，４
４３

け
る
総
単
の
使
用
，
３
千
万
円
未
満
箇
所
に
お
け
る
机
上

査
定
の
実
施
，
津
波
被
災
箇
所
に
お
け
る
G
IS
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
活
用
し
た
申
請
図
面
の
簡
素
化
と
標
準
断
面
に
よ

る
積
算
の
実
施
）
に
つ
い
て
国
よ
り
通
知
。

・
５
月
１２
日
第
１
次
災
害
査
定
が
開
始
。（
１
班
・
４
件
，

～
１３
日
）

・
５
月
１３
日
災
害
関
連
農
村
生
活
環
境
施
設
復
旧
事
業
の

農
業
集
落
排
水
施
設
の
査
定
に
お
け
る
財
務
省
協
議
の
金

額
が
１
，２
００
万
円
か
ら
２０
億
円
に
変
更
。

・
５
月
１８
日
「
た
め
池
，
集
落
排
水
，
道
路
，
農
地
」
に
関

す
る
災
害
査
定
申
請
に
関
す
る
県
内
統
一
方
針
を
各
地
方

振
興
事
務
所
へ
通
知
。

・
５
月
２４
日
G
IS
を
活
用
し
た
標
準
断
面
方
式
に
よ
る
農

地
復
旧
に
つ
い
て
，
東
北
農
政
局
と
東
北
財
務
局
に
対

し
，
現
地
説
明
を
実
施
。

・
５
月
３１
日
本
格
的
な
災
害
査
定
実
施
に
際
し
，
査
定
関

連
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
各
事
務
所
へ
通
知
。

・
７
月
２２
日
東
北
農
政
局
か
ら
査
定
の
簡
素
化
を
図
る
た

め
，
農
業
集
落
排
水
施
設
の
査
定
方
針
の
提
示
。

・
８
月
３
日
G
IS
を
活
用
し
た
農
地
災
害
の
標
準
断
面
方
式

設
計
書
を
農
政
局
，
財
務
局
へ
提
出
。

・
８
月
８
日
G
IS
を
活
用
し
た
標
準
断
面
方
式
農
地
災
害
査

定
の
開
始
。
第
１０
次
（
３
班
・
９７
件
，
～
１２
日
）。

・
８
月
２２
日
除
塩
事
業
の
災
害
査
定
の
開
始
。
第
１１
次

（
３
班
・
６４
件
，
～
２６
日
）。

・
８
月
２９
日
第
１２
次
（
３
班
・
１０
８
件
，
～
９
月
２
日
）。

・
９
月
５
日
第
１３
次
（
３
班
・
７０
件
，
～
９
日
）。

・
９
月
１２
日
第
１４
次
（
３
班
・
１１
１
件
，
～
１６
日
）。

・
９
月
２６
日
第
１５
次
（
３
班
・
９１
件
，
～
３０
日
）。

・
１０
月
３
日
第
１６
次
（
３
班
・
１０
７
件
，
～
７
日
）。

・
１０
月
１１
日
第
１７
次
（
３
班
・
１０
９
件
，
～
１４
日
）。

・
１０
月
１７
日
第
１８
次
（
３
班
・
８４
件
，
～
２１
日
）。

・
１０
月
２４
日
第
１９
次
（
３
班
・
１３
１
件
，
～
２８
日
）。

・
１１
月
７
日
第
２０
次
（
３
班
・
１６
３
件
，
～
１１
日
）。

・
１１
月
１４
日
第
２１
次
（
４
班
・
２６
３
件
，
～
１８
日
）。

・
１１
月
２９
日

第
２２
次
（
４
班
・
２３
５
件
，
～
１２
月
２

日
）。

・
１２
月
５
日
第
２３
次
（
４
班
・
１９
１
件
，
～
９
日
）。

・
１２
月
１２
日
第
２４
次
（
４
班
・
１７
５
件
，
～
１６
日
）。

・
１２
月
１９
日
第
２５
次
（
４
班
・
１３
０
件
，
～
２２
日
）。

・
１２
月
２６
日
第
２６
次
（
３
班
・
４８
件
，
～
２８
日
）。

東
日
本
大
震
災
関
係
の
災
害
査
定
が
終
了
し
，
結
果
を
表
‐２

に
示
す
。

V
．
お
わ
り
に

千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら

１０
カ
月
と
な
る
。
発
災
後
か
ら
今
日
ま
で
全
国
の
皆
様
か
ら

御
支
援
を
い
た
だ
き
，
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

ま
た
，
早
期
復
旧
の
た
め
日
夜
努
力
さ
れ
て
い
る
工
事
関
係

者
な
ど
の
皆
様
に
対
し
て
感
謝
の
念
を
あ
ら
わ
す
と
こ
ろ
で
あ

る
。
お
陰
様
で
，
膨
大
な
災
害
査
定
業
務
も
昨
年
１２
月
２８

日
を
も
っ
て
終
了
で
き
，
そ
の
後
の
復
旧
も
着
実
に
進
ん
で
い

る
。
最
後
に
，
今
後
は
地
震
発
生
後
か
ら
の
対
応
で
見
え
て
き

た
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
，
本
県
の
農
業
・
農
村
の
再
生
・
発

展
に
む
け
て
，
復
旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
，
全
国
の
皆
様
方
の
，
な
お
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

〔
２０
１２
．１
．３
０
．受
稿
〕

雫
石
和
男

略
歴

１９
５２
年

宮
城
県
に
生
ま
れ
る

１９
７３
年

宮
城
県
入
庁

２０
１１
年

宮
城
県
農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

現
在
に
至
る

佐
々
木
秀
夫

１９
５８
年

宮
城
県
に
生
ま
れ
る

１９
８３
年

宮
城
県
入
庁

２０
０９
年

宮
城
県
農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

現
在
に
至
る

廣
野

修
１９
６０
年

山
形
県
に
生
ま
れ
る

１９
８５
年

宮
城
県
入
庁

２０
１０
年

宮
城
県
農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

現
在
に
至
る

（
正
会
員
）

（
正
会
員
）
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急
復
旧
工
事
（

L
＝
１６
０
m
）
に
着
手
。

・
３
月
２４
日
農
地
海
岸
大
畑
浜
（
鳥
の
海
），
吉
田
砂
浜
，

須
賀
海
岸
地
区
（
亘
理
町
，
山
元
町
）
の
堤
防
応
急
復
旧

工
事
に
着
手
。

・
３
月
２８
日
亘
理
町
，
山
元
町
の
農
業
用
排
水
路
と
農
地

の
災
害
廃
棄
物
処
理
に
試
験
的
に
着
手
。

・
３
月
２９
日
農
業
用
排
水
機
場
の
点
検
復
旧
に
係
る
連
絡

会
議
を
開
催
。
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
１０
社
に
対
し
て
，
６９

排
水
機
場
の
診
断
復
旧
状
況
調
査
の
協
力
依
頼
を
行
い
翌

３
月
３０
日
か
ら
実
施
。

・
４
月
１５
日
市
町
が
実
施
す
る
農
業
用
排
水
路
と
農
地
の

災
害
廃
棄
物
処
理
を
緊
急
的
に
実
施
す
る
た
め
，
県
が
代

行
し
て
行
う
委
託
契
約
を
県
と
沿
岸
７
市
町
が
締
結
。

・
４
月
１５
日
仙
台
管
内
５
件
，
東
部
管
内
４
件
の
農
業
用

排
水
路
の
災
害
廃
棄
物
処
理
に
着
手
。

・
４
月
２２
日
東
部
管
内
６
件
の
農
業
用
排
水
路
の
災
害
廃

棄
物
処
理
に
着
手
。

・
４
月
２６
日
農
業
用
排
水
機
場
の
応
急
工
事
に
つ
い
て
東

北
農
政
局
と
打
合
せ
。

・
５
月
６
日
石
巻
市
大
川
地
区
の
行
方
不
明
者
捜
索
の
た

め
農
業
用
排
水
路
の
災
害
廃
棄
物
処
理
に
着
手
。

・
５
月
３１
日
５
月
末
時
点
の
農
業
用
排
水
機
場
の
復
旧
状

況
（
対
象
６９
機
場
）
は
，
３１
機
場
が
応
急
仮
復
旧
な
ど

で
稼
働
（
全
台
稼
働
１７
機
場
，
一
部
稼
働
１４
機
場
）。

・
６
月
６
日
仙
台
管
内
６
件
の
農
地
の
災
害
廃
棄
物
処
理
に

着
手
。

・
６
月
６
日
「
排
水
機
場
の
復
旧
方
針
」
に
係
る
東
北
農
政

局
防
災
課
と
打
合
せ
。

・
８
月
３０
日
仙
台
管
内
４
件
，
東
部
管
内
２
件
の
農
業
用

排
水
路
の
災
害
廃
棄
物
撤
去
が
完
了
。

・
８
月
３１
日
８
月
末
時
点
の
農
業
用
排
水
機
場
の
復
旧
状

況
（
対
象
６９
機
場
）
は
，
４７
機
場
が
応
急
仮
復
旧
な
ど

で
稼
働
（
全
台
稼
働
３２
機
場
，
一
部
稼
働
１５
機
場
）。

３
．
復
旧
対
策
の
体
制
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
調
整

・
３
月
１７
日
「
災
害
復
旧
体
制
」
お
よ
び
「
被
災
市
町
支
援

の
役
割
分
担
」
を
決
定
し
各
地
方
振
興
事
務
所
に
通
知
。

・
３
月
１８
日
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
に
係
る
農
村
振
興

課
，
農
村
整
備
課
に
よ
る
２
課
体
制
を
構
築
し
，
横
断
的

な
①
応
急
排
水
対
策
，
②
が
れ
き
対
策
，
③
用
排
水
機
場

応
急
復
旧
，
④
津
波
被
害
農
地
災
害
査
定
，
⑤
測
量
設

計
・
G
IS
，
⑥
営
農
関
係
調
整
，
⑦
農
地
復
興
検
討
，
⑧

国
直
轄
災
害
調
整
，
⑨
農
地
海
岸
復
旧
対
策
，
⑩
集
落
排

水
対
策
，
⑪
土
地
改
良
区
支
援
対
策
の
チ
ー
ム
で
対
応
す

る
こ
と
を
決
定
。

・
４
月
８
日
熊
本
県
農
林
水
産
部
に
１９
９９
年
台
風
１８
号

に
よ
る
不
知
火
海
高
潮
災
害
に
関
す
る
農
地
除
塩
対
策
の

資
料
提
供
を
依
頼
。

・
４
月
２８
日
関
係
省
庁
合
同
に
よ
る
「
津
波
対
策
検
討
委

員
会
」
が
開
催
さ
れ
，
海
岸
保
全
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て

検
討
（
以
後
，
勉
強
会
２
回
，
委
員
会
２
回
開
催
）。

・
５
月
１１
日
熊
本
県
農
林
水
産
部
職
員
来
庁
，
農
地
除
塩

に
関
す
る
意
見
交
換
を
実
施
。

・
５
月
１２
日
平
成
２３
年
水
稲
作
付
け
に
係
る
石
巻
市
，
東

松
島
市
，
仙
台
市
，
多
賀
城
市
お
よ
び
名
取
市
に
係
る
農

地
１
，１
３９
ha
の
除
塩
対
策
に
つ
い
て
検
討
。

・
５
月
２７
日
亘
理
・
山
元
農
地
海
岸
区
域
の
災
害
復
旧
の

対
応
の
た
め
，「
特
定
災
害
復
旧
等
海
岸
工
事
施
工
要
請

書
」
を
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
。

・
６
月
１３
日
山
形
県
か
ら
８
名
の
災
害
復
旧
支
援
職
員
が

派
遣
さ
れ
復
旧
体
制
が
強
化
。

・
６
月
２１
日
農
村
振
興
課
，
農
業
振
興
課
お
よ
び
関
係
す

る
地
方
振
興
事
務
所
農
業
農
村
整
備
部
，
農
業
振
興
部
に

よ
り
，
津
波
被
災
市
町
ご
と
の
復
興
計
画
支
援
チ
ー
ム
を

設
置
。

・
６
月
２２
日
亘
理
・
山
元
農
地
海
岸
区
域
内
の
特
定
災
害

復
旧
等
海
岸
工
事
に
つ
い
て
，
国
が
代
行
で
行
う
こ
と
が

決
定
さ
れ
，
官
報
に
公
示
。

・
７
月
１
日
要
請
に
基
づ
き
，
山
元
町
，
亘
理
町
に
農
業
土

木
職
員
各
１
名
を
派
遣
。

・
７
月
１
日
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
に
係
る
農
村
振
興

課
，
農
村
整
備
課
に
よ
る
２
課
体
制
を
再
構
築
し
，
１８

の
対
策
チ
ー
ム
に
よ
り
災
害
対
応
。

・
９
月
１
日
農
林
水
産
省
，
１７
都
道
県
か
ら
３２
名
の
災
害

復
旧
支
援
職
員
が
派
遣
さ
れ
，
復
旧
体
制
が
さ
ら
に
強

化
。

・
９
月
９
日
宮
城
県
沿
岸
域
現
地
連
絡
調
整
会
議
に
お
い
て

「
宮
城
県
沿
岸
に
お
け
る
海
岸
堤
防
高
さ
」
を
２２
地
域
海

岸
で
，
新
計
画
堤
防
高
２
．６
～
１１
．８
m
に
決
定
。

・
９
月
２１
日
「
第
９３
回
宮
城
県
災
害
対
策
本
部
会
議
」
に

お
い
て
「
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
に
対
す
る
農
地
復

旧
の
見
通
し
」
に
つ
い
て
公
表
（
農
地
復
旧
・
除
塩
対
策

対
象
面
積
は
１３
，０
００
ha
，
平
成
２３
年
度
施
行
面
積
は

５
，２
５０
ha
，
平
成
２４
年
度
以
降
施
行
面
積
は
７
，７
５０

ha
）。

・
１１
月
２５
日
景
観
・
利
用
・
環
境
へ
の
配
慮
す
べ
き
事
項

の
検
討
の
た
め
，
宮
城
県
沿
岸
域
河
口
部
・
海
岸
復
旧
に

お
け
る
環
境
等
検
討
委
員
会
開
催
。

４
．
災
害
査
定

・
３
月
１７
日
農
地
海
岸
堤
防
応
急
工
事
の
た
め
の
査
定
前

着
工
に
関
す
る
東
北
農
政
局
と
の
協
議
を
実
施
。

・
４
月
１３
日
災
害
査
定
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
，
G
IS
を

活
用
し
た
標
準
断
面
方
式
に
よ
る
農
地
復
旧
に
つ
い
て
，

東
北
農
政
局
，
東
北
財
務
局
と
の
協
議
を
開
始
。

・
４
月
２１
日
査
定
の
簡
略
化
（
５
千
万
円
未
満
箇
所
に
お

報
文
・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
宮
城
県
の
被
災
状
況
と
対
応

19
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図
‐３

除
塩
対
策
に
よ
る
入
水
量
と
暗
渠
排
水
量
（
A
区
）

低
下
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
弾
丸
暗
渠
の
施
工
に
よ
り
，

暗
渠
排
水
量
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
で
作
土
下
層
の
除
塩
も
進

ん
だ
と
考
え
ら
れ
た
。

ま
た
，
暗
渠
排
水
量
と
塩
素
イ
オ
ン
排
出
量
の
関
係
を
み
る

と
，
明
瞭
な
比
例
関
係
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た（
図
‐２
）。

し
た
が
っ
て
，
暗
渠
を
利
用
し
た
浸
透
水
除
塩
を
実
施
す
る
場

合
は
，
弾
丸
暗
渠
な
ど
を
施
工
し
，
暗
渠
排
水
量
を
大
き
く
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

３
．
灌
漑
水
利
用
と
耕
起
の
有
効
性

調
査
区
で
は
平
成
２３
年
秋
ま
で
に
排
水
施
設
が
復
旧
し
，

灌
漑
水
の
利
用
が
可
能
と
な
り
，
１１
月
に
弾
丸
暗
渠
の
施
工

（
深
さ
３０
cm
，
間
隔
５
m
）
→
耕
起
→
水
入
れ
（
湛
水
深
１０

cm
程
度
）
→
暗
渠
の
水
閘
解
放
と
い
う
工
程
で
除
塩
対
策
が

実
施
さ
れ
た
。
図
‐３
に
こ
の
と
き
の
A
区
に
お
け
る
入
水
量

と
暗
渠
排
水
量
を
示
す
。
総
入
水
量
は
１１
６
m
m
で
あ
り
，

代
か
き
用
水
量
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
水
閘
開
放
後

５
日
間
の
暗
渠
排
水
量
は
８７
m
m
で
あ
り
，
最
大
２４
時
間

排
水
量
は
５５
m
m
で
あ
っ
た
。
最
大
２４
時
間
排
水
量
は
６

月
下
旬
の
２４
m
m
と
比
べ
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
。

こ
の
除
塩
対
策
実
施
後
，
A
区
の
土
壌
E
C
は
１０
cm
以

深
の
層
で
大
き
く
低
下
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
（
表
‐２
）。

こ
れ
は
す
で
に
弾
丸
暗
渠
を
施
工
し
て
い
た
B
区
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
，
縦
浸
透
法
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
前
述

し
た
弾
丸
暗
渠
の
施
工
に
加
え
，
耕
起
を
実
施
す
る
こ
と
が
有

効
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
，
灌
漑
水
を
利
用
し
た
除
塩
対
策
は

自
然
の
雨
水
よ
り
も
暗
渠
排
水
量
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
可
能

で
高
い
除
塩
効
果
が
期
待
で
き
る
。

II
I．
宮
城
県
に
お
け
る
津
波
被
災
農
地
の
除
塩
対
策

１
．
除
塩
対
策
対
象
農
地
お
よ
び
除
塩
対
策
の
進
捗
状
況

宮
城
県
に
お
け
る
津
波
被
災
農
地
は
約
１４
，３
００
ha
で
あ

る
が
，
農
地
復
旧
お
よ
び
除
塩
対
策
を
要
す
る
対
象
面
積
は
被

表
‐１

土
壌
E
C
の
推
移
（
dS
m
－
１
）

調
査
区

深
度
（
cm
）
６
月
１４
日
７
月
９
日

A
区

０
～
１０

１０
～
２０

１
．５
１
．１

０
．５
０
．９

B
区

０
～
１０

１０
～
２０

０
．９
１
．３

０
．３
０
．６

降
雨
期
間

平
成
２３
年
６
月
２３
日
～
７
月
５
日

図
‐１

暗
渠
排
水
量
，
排
水
の
E
C
，
塩
素
イ
オ
ン
排
出
量

図
‐２

暗
渠
排
水
量
と
塩
素
イ
オ
ン
排
出
量
の
関
係

4
農
業
農
村
工
学
会
誌
第
８０
巻
第
７
号

５２
８

W
at

er
,

La
n

d
an

d
E

nv
ir

o
n

.
E

n
g

.
Ju

l.
20

12

I．
は
じ
め
に

平
成
２３
年
３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
に
伴
う
大
津
波
に
よ
っ
て
青
森
県
か
ら
千
葉
県
に
至
る
太

平
洋
沿
岸
部
で
は
約
２１
，５
００
ha
の
農
地
が
塩
害
を
受
け
た
。

こ
の
う
ち
宮
城
県
の
津
波
被
災
農
地
面
積
は
約
１４
，３
００
ha

で
あ
り
，
そ
の
大
半
は
水
田
で
あ
っ
た
。

農
地
の
除
塩
対
策
に
は
，
土
壌
中
の
塩
分
を
下
方
に
押
し
流

す
方
法
（
縦
浸
透
法
）
と
塩
分
を
湛
水
さ
せ
た
水
に
溶
出
さ
せ

落
水
す
る
方
法
（
溶
出
法
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
方
法
も
対
象

農
地
に
大
量
の
灌
漑
水
を
導
水
し
，
塩
類
を
大
量
の
水
と
と
も

に
農
地
外
に
排
出
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
，
そ
の
実
施
に
は

用
水
経
路
と
排
水
経
路
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
，
こ

の
震
災
で
は
排
水
機
場
な
ど
の
主
要
な
排
水
施
設
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
，
地
区
排
水
機
能
が
著
し
く
低
下
し
た
た
め
，
ほ

と
ん
ど
の
津
波
被
災
農
地
は
排
水
施
設
が
復
旧
す
る
ま
で
除
塩

が
実
施
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。

そ
こ
で
筆
者
ら
は
，
塩
害
を
受
け
た
水
田
の
除
塩
対
策
の
た

め
に
ま
ず
暗
渠
排
水
を
利
用
し
た
自
然
の
雨
水
に
よ
る
縦
浸
透

除
塩
の
有
効
性
を
検
討
し
た
。
ま
た
排
水
施
設
復
旧
後
に
実
施

さ
れ
た
灌
漑
水
利
用
の
縦
浸
透
除
塩
の
効
果
を
検
討
し
た
。
そ

の
結
果
，
弾
丸
暗
渠
，
耕
起
，
灌
漑
水
利
用
の
有
効
性
が
認
め

ら
れ
た
の
で
報
告
す
る
。
さ
ら
に
本
報
で
は
，
宮
城
県
内
で
実

施
さ
れ
て
い
る
水
田
の
除
塩
対
策
と
そ
の
課
題
を
整
理
す
る
。

な
お
，
本
報
で
解
説
す
る
雨
水
に
よ
る
縦
浸
透
除
塩
の
効
果
に

つ
い
て
は
文
献
１
） も
参
照
さ
れ
た
い
。

II
．
津
波
被
災
農
地
に
お
け
る
縦
浸
透
除
塩
の
検
証

１
．
調
査
地
お
よ
び
調
査
法

調
査
地
は
海
岸
か
ら
約
４
km
西
に
位
置
す
る
名
取
市
内
の

２
筆
の
水
田
で
あ
る
。
５
日
間
ほ
ど
海
水
が
湛
水
し
た
が
，
が

れ
き
や
津
波
土
砂
の
流
入
は
な
か
っ
た
。
土
壌
は
有
機
物
の
多

い
黒
泥
土
で
あ
る
。
弾
丸
暗
渠
の
除
塩
効
果
を
検
討
す
る
た

め
，
調
査
区
は
弾
丸
暗
渠
未
施
工
区
（
A
区
），
弾
丸
暗
渠
施

工
区
（
B
区
）
を
設
定
し
た
。
両
区
と
も
作
土
の
飽
和
透
水
係

数
は
１０

－
３
cm
s－
１
の
オ
ー
ダ
ー
で
あ
り
，
深
度
－
１５
cm
程

度
に
難
透
水
性
層
（
耕
盤
）
が
発
達
し
て
い
た
。
弾
丸
暗
渠
は

B
区
に
お
い
て
平
成
２３
年
６
月
１４
日
に
間
隔
２
m
，
深
さ

４０
cm
で
施
工
し
た
。
両
区
と
も
本
暗
渠
は
整
備
後
約
１５
年

経
過
し
て
お
り
，
疎
水
材
の
も
み
殻
は
す
べ
て
腐
朽
し
，
土
が

充
填
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。

調
査
は
暗
渠
の
排
水
口
に
電
磁
流
量
計
と
水
質
計
を
取
り
付

け
，
暗
渠
排
水
量
と
排
水
の
電
気
伝
導
度
（
以
下
，「
E
C
」
と

い
う
）
お
よ
び
降
水
量
を
１
時
間
間
隔
で
測
定
し
た
。
さ
ら

に
，
降
雨
終
了
後
に
随
時
，
土
壌
を
深
度
ご
と
に
採
取
し
，
土

壌
E
C
を
１
：
５
水
浸
出
法
で
測
定
し
た
。

２
．
弾
丸
暗
渠
の
有
効
性

平
成
２３
年
６
月
２３
日
か
ら
７
月
５
日
に
か
け
て
総
降
水

量
１６
１
m
m
，
最
大
時
間
雨
量
２０
．５
m
m
の
長
雨
が
あ
っ

た
。
こ
の
長
雨
に
よ
り
A
区
，
B
区
と
も
６
月
２３
日
か
ら
７

月
８
日
に
暗
渠
か
ら
排
水
が
認
め
ら
れ
た
。
図
‐１
に
A
区
と

B
区
の
降
雨
開
始
か
ら
排
水
が
停
止
す
る
ま
で
の
暗
渠
排
水

量
，
排
水
の
E
C
，
塩
素
イ
オ
ン
排
出
量
を
示
す
。
な
お
，
塩

素
イ
オ
ン
排
出
量
は
希
釈
し
た
海
水
の
E
C
と
塩
素
イ
オ
ン
濃

度
（
pp
m
）
の
関
係
式
２
） を
利
用
し
，
１
時
間
ご
と
の
暗
渠
排

水
量
と
E
C
の
観
測
値
か
ら
換
算
し
た
。

暗
渠
排
水
量
は
A
区
，
B
区
と
も
降
雨
が
強
く
な
る
と
増

加
し
，
降
雨
が
弱
く
な
る
と
減
少
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

期
間
中
の
総
暗
渠
排
水
量
は
A
区
１３
３
m
m
，
B
区
１８
０

m
m
，
最
大
２４
時
間
排
水
量
は
そ
れ
ぞ
れ
２４
m
m
，
３１
m
m

で
あ
り
，
B
区
は
弾
丸
暗
渠
の
施
工
に
よ
り
暗
渠
排
水
量
が
増

加
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。

排
水
の
E
C
は
排
水
量
の
増
加
に
伴
い
急
激
に
上
昇
す
る
傾

向
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
，
降
雨
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
E
C
の

ピ
ー
ク
値
が
低
下
し
て
お
り
，
調
査
区
で
除
塩
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

期
間
中
の
総
塩
素
イ
オ
ン
排
出
量
は
A
区
４７
３
kg
，
B
区

６０
９
kg
と
算
出
さ
れ
，
弾
丸
暗
渠
を
施
工
し
た
B
区
の
排
出

量
が
大
き
か
っ
た
。

調
査
区
に
お
い
て
観
測
さ
れ
た
降
雨
前
後
の
土
壌
E
C
を
表

‐１
に
示
す
。
両
区
と
も
降
雨
後
に
０
～
１０
cm
層
で
大
き
く

低
下
し
た
が
，
特
に
B
区
で
は
１０
～
２０
cm
層
で
も
大
き
く

小
特
集

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
―
１

縦
浸
透
除
塩
の
有
効
性
と
宮
城
県
の
津
波
被
災
農
地
の
除
塩
対
策
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東
日
本
大
震
災
，
津
波
被
災
農
地
，
除
塩
，
縦
浸
透

法
，
溶
出
法
，
暗
渠
排
水
，
弾
丸
暗
渠
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土
壌
塩
分
の
確
認
作
業
は
，
平
成
２３
年
春
に
は
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
の
普
及
指
導
員
な
ど
が
主
体
的
に
行
っ
て
い
た

が
，
２３
年
秋
以
降
に
お
い
て
は
土
地
改
良
区
の
職
員
も
イ
オ

ン
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
を
用
い
自
前
で
確
認
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

な
お
，
宮
城
県
に
よ
る
除
塩
対
策
は
，
除
塩
対
策
の
み
を
行

う
区
域
は
県
営
除
災
害
対
策
事
業
と
し
て
，
ま
た
津
波
土
砂
除

去
と
除
塩
作
業
を
行
う
区
域
は
県
営
農
地
災
害
復
旧
事
業
と
し

て
業
者
に
委
託
，
実
施
さ
れ
て
い
る
。

IV
．
お
わ
り
に

宮
城
県
内
の
津
波
被
災
農
地
に
お
い
て
行
っ
た
縦
浸
透
除
塩

の
現
地
試
験
か
ら
暗
渠
排
水
量
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
除
塩
効

果
を
高
め
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
，

弾
丸
暗
渠
，
耕
起
，
灌
漑
水
利
用
の
有
効
性
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
一
方
，
圃
場
整
備
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
水
田
や
暗

渠
排
水
未
整
備
水
田
は
，
除
塩
水
が
速
や
か
に
圃
場
外
に
排
除

で
き
ず
，
除
塩
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

今
後
除
塩
対
策
を
要
す
る
津
波
被
災
農
地
は
対
策
済
み
の
農

地
よ
り
塩
分
濃
度
が
高
い
場
合
が
多
く
，
除
塩
対
策
だ
け
で
な

く
圃
場
整
備
と
一
体
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
復
旧
し
な
い
農
地
も

少
な
く
な
い
。

し
た
が
っ
て
，
今
後
の
除
塩
対
策
を
確
実
に
進
め
て
い
く
た

め
に
は
，
暗
渠
排
水
量
を
増
大
さ
せ
る
弾
丸
暗
渠
の
施
工
間
隔

と
深
さ
，
耕
起
深
さ
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
，
除
塩
水
を
速
や
か
に
排
水
可
能
と
す
る
地
区
排
水
の
充

実
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後
も
普
遍
的
な
除
塩
技
術
の
構
築
の
た
め
，
引
き
つ
づ
き

現
地
試
験
な
ど
を
継
続
す
る
と
と
も
に
，
除
塩
対
策
済
み
農
地

に
お
け
る
塩
害
の
再
発
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
。

最
後
に
，
現
地
試
験
，
調
査
に
お
い
て
宮
城
県
農
林
水
産
部

農
村
振
興
課
，
同
農
村
整
備
課
，
な
ら
び
に
名
取
土
地
改
良

区
，
亘
理
土
地
改
良
区
の
関
係
各
位
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
記
し
て
，
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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９６
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古
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仙
台
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７６
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助
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教
授
を
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て
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冠
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９９
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宮
城
県
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庁
，
迫
農
林
振
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事
務
所
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農

業
試
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な
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を
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農
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食
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産
業
技
術
総
合
研
究
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究
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盤
研
究
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員
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在
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）
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）
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会
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）
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会
員
）
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）
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12

害
が
軽
微
な
１
，３
００
ha
を
除
く
１３
，０
００
ha
と
な
っ
て
い

る
。
管
内
別
に
み
る
と
，
気
仙
沼
管
内
１
，１
３０
ha
，
石
巻
管

内
３
，５
２０
ha
，
仙
台
管
内
８
，３
５０
ha
で
あ
り
，
仙
台
管
内
が

全
体
の
約
２
/３
を
占
め
る
（
表
‐３
）。
ま
た
，
１
，０
００
ha
を
超

え
て
い
る
市
町
は
，
石
巻
市
，
東
松
島
市
，
仙
台
市
，
名
取

市
，
岩
沼
市
，
亘
理
町
，
山
元
町
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
２３
年
春
時
点
の
除
塩
対
策
済
面
積
は
１
，１
５０
ha
で

あ
っ
た
が
，
平
成
２３
年
秋
以
降
は
が
れ
き
や
津
波
土
砂
が
少

な
い
区
域
で
除
塩
対
策
が
実
施
さ
れ
た
。
２３
年
秋
か
ら
２４
年

４
月
現
在
ま
で
の
除
塩
対
策
済
面
積
は
４
，６
３０
ha
で
あ
り
，

全
体
の
進
捗
率
は
４４
．５
％
に
達
し
て
お
り
，
２４
年
１
月
末

に
公
表
さ
れ
た
県
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
同
時
点
進
捗
率
４０
％
）

よ
り
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

地
域
別
に
進
捗
率
を
み
る
と
，
気
仙
沼
管
内
１０
．６
％
，
石

巻
管
内
５３
．４
％
，
仙
台
管
内
４５
．３
％
で
あ
り
，
気
仙
沼
管

内
の
進
捗
が
低
調
な
状
況
で
あ
る
。
ま
た
，
市
町
村
別
の
進
捗

率
を
み
る
と
，
仙
台
市
３１
．０
％
，
岩
沼
市
３６
．７
％
，
山
元
町

３７
．１
％
で
や
や
低
迷
し
て
い
る
。
が
れ
き
や
津
波
土
砂
の
量
，

ま
た
排
水
施
設
の
復
旧
割
合
が
進
捗
に
影
響
し
て
い
る
。

県
内
で
平
成
２４
年
４
月
以
降
に
除
塩
対
策
を
必
要
と
す
る

農
地
は
７
，２
２０
ha
に
も
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
津
波

被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
た
め
に
除
塩
対
策
実
施
の
前
に
農
地
復

旧
を
必
要
と
す
る
農
地
で
あ
る
。
海
水
の
浸
水
期
間
が
長
か
っ

た
た
め
に
塩
分
濃
度
が
高
い
農
地
が
多
く
，
地
盤
沈
下
に
よ
り

現
在
も
海
水
が
浸
水
し
て
い
る
農
地
も
あ
る
。

２
．
除
塩
対
策
－
溶
出
法
と
縦
浸
透
法
－

除
塩
対
策
対
象
農
地
の
う
ち
，
が
れ
き
や
津
波
土
砂
が
少
な

く
，
速
や
か
に
用
水
と
排
水
経
路
が
復
旧
さ
れ
た
区
域
で
は
平

成
２３
年
春
に
除
塩
対
策
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
除
塩

対
策
は
当
該
農
家
な
ど
を
中
心
に
，
水
入
れ
→
代
か
き
作
業
→

落
水
→
塩
分
濃
度
の
確
認
，
と
い
う
溶
出
法
で
あ
り
，
塩
分
濃

度
が
目
標
値
以
下
に
達
し
な
い
場
合
に
は
再
度
水
入
れ
か
ら
繰

り
返
し
と
い
う
形
で
実
施
さ
れ
た
。
塩
分
濃
度
の
目
標
値
は
作

土
層
の
土
壌
E
C
（
１
：
５
水
浸
出
法
）
で
０
．３
dS
m
－
１
以
下

と
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
除
塩
対
策
に
よ
り
圃
場
整
備
済
水
田
で

は
目
標
値
に
達
し
た
が
，
用
排
水
兼
用
の
未
整
備
水
田
で
は
目

標
値
に
達
し
な
い
水
田
が
み
ら
れ
た
。
田
面
と
排
水
路
の
高
低

差
が
小
さ
い
た
め
に
，
除
塩
水
が
速
や
か
に
排
水
で
き
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
除
塩
対
策
実

施
後
，
稲
は
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
指
導
に
よ
り
，
水
を

切
ら
さ
ず
中
干
し
を
し
な
い
と
い
う
対
応
が
な
さ
れ
，
塩
害
は

発
生
せ
ず
，
生
育
が
順
調
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
さ

ら
に
稲
を
栽
培
す
る
過
程
で
土
壌
の
塩
分
濃
度
が
低
下
し
た
こ

と
も
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
，
転
作
田
の
大
豆
に
つ
い
て
は
８

月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
塩
害
に
よ
り
枯
死
し
た
も
の
が
み

ら
れ
た
。
干
天
が
続
き
，
作
土
層
が
極
端
に
乾
燥
し
た
た
め
，

作
土
下
層
の
残
留
塩
類
が
作
土
層
に
上
昇
し
，
塩
害
が
発
生
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
溶
出
法
で
除
塩
が
可
能
な
範
囲
は
代
か
き

の
及
ぶ
作
土
（
地
表
か
ら
１０
～
１５
cm
程
度
）
と
さ
れ
３
） ，
作

土
下
層
の
除
塩
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
，
溶
出
法
の
実
施

後
，
水
田
の
畑
地
利
用
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
や
む
を
得
ず

畑
地
と
し
て
利
用
す
る
場
合
に
は
土
壌
塩
分
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

な
ど
を
行
い
，
作
土
層
の
塩
分
濃
度
が
上
昇
し
た
際
は
灌
漑
水

を
入
水
す
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
２３
年
春
の
除
塩
対
策
が
溶
出
法
で
実
施
さ
れ
た
の
に

対
し
，
２３
年
秋
か
ら
２４
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
除
塩
対
策

は
，
弾
丸
暗
渠
の
施
工
（
深
さ
３０
cm
，
間
隔
５
m
）
→
耕
起

→
水
入
れ
（
湛
水
深
１０
cm
程
度
）
→
２
日
間
静
水
→
暗
渠

の
水
閘
解
放
（
暗
渠
排
水
未
整
備
区
域
で
は
明
渠
で
対
応
）
→

塩
分
濃
度
の
確
認
，
と
い
う
縦
浸
透
法
で
あ
っ
た
。
塩
分
濃
度

が
目
標
値
以
下
に
達
し
な
い
場
合
に
は
再
度
水
入
れ
か
ら
繰
り

返
し
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
目
標
値
は
塩
素
イ
オ
ン
濃
度

で
０
．１
％
以
下
で
あ
る
が
，
安
全
を
み
て
実
際
に
は
０
．０
６
％

以
下
と
な
る
ま
で
工
程
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
暗
渠
排
水
整
備
水

田
で
は
ほ
と
ん
ど
が
１
回
の
工
程
で
目
標
値
に
達
し
た
が
，

暗
渠
排
水
未
整
備
水
田
で
は
工
程
を
３
～
４
回
繰
り
返
し
た
水

田
が
多
か
っ
た
。
明
渠
の
排
水
が
速
や
か
に
進
ま
な
か
っ
た
こ

と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真
‐１
）。

表
‐２

土
壌
E
C
の
推
移
（
dS
m
－
１
）

調
査
区

深
度
（
cm
）
１０
/１
１
１２
/２

A
区

０
～
１０

１０
～
２０

２０
～
３０

３０
～
４０

０
．３
０
．８
２
．５
２
．０

０
．１
０
．３
１
．１
１
．２

B
区

０
～
１０

１０
～
２０

２０
～
３０

３０
～
４０

０
．２
０
．７
２
．１
１
．８

０
．２
０
．５
０
．８
０
．８

除
塩
対
策
（
水
入
れ
）
期
間
：
平
成
２３
年
１１
月
２５
～
２７
日

表
‐３

除
塩
対
策
対
象
面
積
と
対
策
済
面
積

管
内

市
町
村

除
塩
対
策
対

象
面
積（
ha
）

除
塩
対
策
済

面
積（
ha
）

進
捗
率

（
％
）

H
２４
年
度
以
降

除
塩
面
積（
ha
）

気
仙
沼
管
内

気
仙
沼
市

南
三
陸
町

管
内
計

６７
０
４６
０

１
，１
３０

１０
０ ２０ １２
０

１４
．９
４
．３

１０
．６

５７
０
４４
０

１
，０
１０

石
巻
管
内

石
巻
市

東
松
島
市

管
内
計

２
，１
２０

１
，４
００

３
，５
２０

１
，１
６０ ７２
０

１
，８
８０

５４
．７

５１
．４

５３
．４

９６
０
６８
０

１
，６
４０

仙
台
管
内

仙
台
市

七
ヶ
浜
町

名
取
市

岩
沼
市

亘
理
町

山
元
町

管
内
計

２
，０
００ ２５
０

１
，５
００

１
，２
００

２
，０
００

１
，４
００

８
，３
５０

６２
０
２３
０
９５
０
４４
０

１
，０
２０ ５２
０

３
，７
８０

３１
．０

９２
．０

６３
．３

３６
．７

５１
．０

３７
．１

４５
．３

１
，３
８０ ２０ ５５
０
７６
０
９８
０
８８
０

４
，５
７０

県
計

１３
，０
００

５
，７
８０

４４
．５

７
，２
２０

数
値
は
平
成
２４
年
４
月
見
込
み

報
文
・
縦
浸
透
除
塩
の
有
効
性
と
宮
城
県
の
津
波
被
災
農
地
の
除
塩
対
策

5

水
土
の
知
８０
（
７
）

５２
９

−　218　−



に
計
測
し
た
と
こ
ろ
，
感
潮
河
川
で
あ
る
旧
北
上
川
の
水
位
に

約
1
時
間
遅
れ
て
連
動
し
て
い
た
。
ま
た
，
最
大
水
位
と
な
る

満
潮
後
で
は
，
田
面
標
高
よ
り

0.
25

m
ほ
ど
高
い
地
下
水
位

が
測
定
さ
れ
た

（
図
-4

）。

要
約
す
れ
ば
，
当
該
地
区
で
は
粘
土
層
が
広
く
分
布
し
，
旧

北
上
川
の
干
満
に
連
動
し
て
地
下
水
位
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ

る
た
め
,縦

浸
透
の
効
果
が
現
れ
に
く
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。

V
.

代
か

き
攪

拌
に

よ
る

溶
出

法
の

除
塩

作
業

縦
浸
透
法
の
効
果
が
現
れ
に
く
か
っ
た

A
工
区

7.
7
h
a
に

つ
い
て
は
，
減
水
深
が
小
さ
く
て
も
除
塩
効
果
が
見
込
め
る
代

か
き
攪
拌
に
よ
る
溶
出
法
に
切
り
替
え
，
湛
水
・
代
か
き
・
静

置
・
落
水
を
最
高

5
回
繰
り
返
し
行
っ
た
。

こ
の
作
業
中
に
湛
水
の

E
C
値
を
計
測
し
た
と
こ
ろ
，
一
定

の
区
域
で

E
C
値
が
高
い
箇
所
が
あ
り
調
査
し
た
結
果
，
排
水

路
に
目
視
で
確
認
で
き
る
湧
水
が
存
在
し
，
農
業
用
水
基
準
の

E
C

値
0.
3
m
S
/c
m

に
対

し
て
，
湧

水
は

13
.8
〜
14
.4

m
S
/c
m

と
高
い
値
を
示
し
，
こ
れ
が
排
水
還
元
利
用
箇
所
か

ら
用

水
に

流
入

し
て

い
る

こ
と

が
原

因
で

あ
る

と
考

え
ら

れ

た
。
そ
の
後
用
水
に
流
入
し
な
い
よ
う
に
，
用
水
単
独
水
路
か

ら
の
供
給
に
絞
り
，
排
水
還
元
利
用
を
極
力
な
く
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
，
一
部
湛
水
の

E
C
値
が
高
い
箇
所
が
残
っ
た
。
地

区
内
は
局
所
的
に
常
に
湿
っ
た
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
地
区
内

に
目
視
で
確
認
で
き
な
い
湧
水
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

V
I
.

お
わ

り
に

亀
山
・
棚
橋
地
区
は
代
か
き
攪
拌
に
よ
る
溶
出
法
の
結
果
，

土
壌
塩
分
濃
度
を
規
定
値
ま
で
低
下
さ
せ
，
除
塩
を
完
了
し
，

平
成

25
年
度
は
水
稲
を
作
付
け
す
る
こ
と
で
地
元
農
家
と
調

整
を
し
て
い
る
。

今
回
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
未
整
備
農
地
で
の
縦
浸
透
法
は

お
お
む
ね
有
効
で
あ
っ
た
が
，
圃
場
の
排
水
条
件
な
ど
に
よ
っ

て
は
効
果
が
現
れ
に
く
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
，
用

排
水

路
が

兼
用

で
あ

る
こ

と
か

ら
湧

水
な

ど
の

E
C
値
の
高
い
排
水
が
用
水
に
流
入
す
る
危
険
も
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

写
真
-1

，
2
は
亀
山
地
区
の
被
災
直
後
の
状
況
（
左
）
と
復

旧
後
の
平
成

24
年
作
付
け
状
況
（
右
）
で
あ
る
。
平
成

25
年

度
の
作
付
け
は
，
用
水
の
排
水
還
元
利
用
を
極
力
避
け
，
用
水

は
E
C
値
を
確
認
す
る
よ
う
注
意
喚
起
す
る
と
と
も
に
，
水
稲

生
育
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
今
後
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

写
真

-
1

被
災

直
後

状
況
・
復

旧
後

状
況
（
平

成
24

年
作

付
け
），

堤
防
か
ら
内
陸
を
望
む

写
真
-
2

被
災
直
後
状
況
・
復
旧
後
状
況
（
平
成

24
年
作
付
け
）

引
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図
-
4

B
-1

地
点
地
下
水
位
と
旧
北
上
川
水
位

（
平
成

24
年

4
月

20
日
大
潮
）

図
-
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B
-1

土
壌
図

I
.

は
じ

め
に

宮
城
県
石
巻
地
域
に
お
い
て
は
，
平
成

23
年

3
月

11
日
に

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
大
津
波
に
よ
り
，

地
域
の
水
田
の
約

3
割
に
当
た
る

3,
52
0
h
a
が
浸
水
し
，
そ

の
う
ち
沿
岸
部
の
農
地

2,
56
0
h
a
は
，
堆
積
土
砂
や
が
れ
き

な
ど
を
除
去
す
る
農
地
復
旧
工
事
と
除
塩
が
必
要
と
な
っ
た
。

ま
た
，
残
り
の
農
地

96
0
h
a
は
，
津
波
の
衝
撃
は
な
か
っ
た
も

の
の
海
水
が
流
入
し
た
た
め
，
除
塩
が
必
要
と
な
っ
た
。

本
報
で
は
，
被
災
沿
岸
部
の
特
徴
的
な
地
形
条
件
と
し
て
，

海
抜

0
ｍ
以
下
の
低
平
地
か
つ
用
排
兼
用
の
水
路
で
あ
る
未
整

備
地
域
の
水
田
に
お
け
る
除
塩
に
つ
い
て
事
例
を
紹
介
す
る
。

I
I
.

宮
城

県
に

お
け

る
除

塩

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
で
は
，
早
期
の
営
農
再
開
を

目
標
に
掲
げ
，
い
ち
早
く
排
水
施
設
の
機
能
回
復
に
着
手
す
る

と
と
も
に
，

除
塩
と
し
て
平
成

23
年
度
春
作
付
け
可
能
な
箇

所
に
は
，
短
期
間
で
効
果
が
期
待
で
き
る
図
-1

の
代
か
き
攪

拌
に
よ
る
溶
出
法

1)
を
採
用
し
対
応
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
農
地

復
旧
工
事
と
併
せ
て
行
う
除
塩
は
，
工
事
期
間
を
確
保
で
き
た

こ
と
か
ら
，
水
切
溝
を
額
縁
状
に
設
置
，
そ
こ
に
接
続
す
る
よ

う
に
弾
丸
暗
渠
を
施
工
，
排
水
性
を
向
上
さ
せ
た
上
で
塩
分
の

残
留
の
可
能
性
が
少
な
い
，
図
-2

の
縦
浸
透
法

1)
を
標
準
工
法

と
し
た
。

ま
た
，
除
塩
完
了
の
確
認
は
，
10

h
a
に

1
点
の
測
点
を
設

け
，
計
測
が
簡
単
な
電
気
伝
導
度
（
以
下
，「

E
C
値
」
と
い
う
）

に
よ
り
管
理
し
た
。
規
格
値
は
，
水
田

0.
6
m
S
/c
m
，
畑

0.
3

m
S
/c
m

と
し
た
。
こ
れ
を
満
た
せ
ば
公
的
検
査
機
関
に
て
塩

素
濃

度
を

測
定

し
て

水
田

0.
1%

以
下
，
畑

は
0.
05
%

以
下

を
確
認
し
除
塩
完
了
と
し
た
。

I
I
I
.

津
波

で
被

災
し

た
未

整
備

農
地

の
除

塩
取

組
み

事
例

事
例
地
区
は
亀
山
・
棚
橋
地
区
で
石
巻
市
の
北
東
部
に
位
置

し
，
北

上
川

水
系

の
一

級
河

川
旧

北
上

川
の

河
口

よ
り

5.
0〜

6.
4
k
m

の
左
岸
に
隣
接
す
る
地
区
で
あ
る
。

当
地
区
は
平
均
区
画

10
a
で
水
路
は
用
排
兼
用
の
土
水
路

で
あ
り
，
田
面
高
と
末
端
水
路
底
高
の
差
は
平
均

0.
3
m

程
度

で
あ

る
（
今

回
こ

の
よ

う
な

農
地

を
「
未

整
備

農
地
」
と

す

る
）。

ま
た
，
一
部
区
域
に
は
末
端
に
排
水
ポ
ン
プ
を
設
置
し

た
暗
渠
排
水
施
設
が
施
工
さ
れ
て
い
る
。

津
波
被
害
は
全
域
に
及
び
，
約

0.
6
m

地
盤
沈
下
し
た
。
さ

ら
に
，
旧
北
上
川
の
堤
防
が
一
部
決
壊
し
，
海
水
を
含
ん
だ
水

と
と
も
に
が
れ
き
が
流
入
し
た
た
め
，
堤
防
復
旧
と
が
れ
き
撤

去
後
の
平
成

23
年

9
月
か
ら
約

80
.2

h
a
で
縦
浸
透
法
に
よ

る
除
塩
を
実
施
し
た
。

こ
の
工
法
に
よ
り
，
入
水
，
縦
浸
透
に
よ
る
落
水
を
最
高

5

回
繰
り
返
し
た
。
そ
の
結
果
平
成

24
年

4
月
に
は
地
区
面
積

の
約

9
割
に
当
た
る

72
.5

h
a
で
水
田
の
塩
素
濃
度

0.
1％

以

下
を
確
認
し
，
除
塩
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
，

残
り

7.
7
h
a
の

A
工
区
は
基
準
値
以
下
ま
で
下
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め

A
工
区
の
縦
浸
透
法
の
効
果
が
小
さ
か
っ
た
原

因
に
つ
い
て
，
土
壌
調
査
，
地
下
水
位
お
よ
び
河
川
水
位
の
調

査
を
行
っ
た
。

I
V
.

縦
浸

透
に

よ
る

除
塩

工
法

の
効

果
の

検
証

土
壌
調
査
か
ら
は
，
B
-1

地
点
で
表
土
層

0.
30

m
の
下
に

深
度

1.
0
m

ま
で

層
厚

0.
7
m

の
粘

土
層

が
続

い
て

お
り
，

表
面
水
が
浸
透
し
に
く
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
図
-3

）。

同
地
点
に
水
位
観
測
孔
を
設
け
，
地
下
水
位
を

1
時
間
ご
と
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こ
と
，
以
上
か
ら
今
回
の
災
害
査
定
手
続
き
に
は
大
幅
な
簡
素

化
と
効
率
化
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
，
県
と
の
打
合
せ
を
重
ね
，
農
政
局
査
定
官
・
財

務
省
立
会
官
と
の
協
議
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
平
成

23

年
4
月

21
日
に
農
林
水
産
省
は
被
災

6
県
に
水
土
里
情
報
シ

ス
テ
ム
な
ど
の

G
IS

や
航
空
写
真
の
活
用
，
標
準
断
面
方
式
の

導
入
に
よ
り
設
計
図
書
の
大
幅
な
簡
素
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を

通
知
し
た
（
図
-2

）。

標
準
断
面
方
式
は
，
被
災
箇
所
に
お
け
る
代
表
的
断
面
を
測

量
し
，
設
計
書
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

図
-
2

設
計
図
書
の
大
幅
な
簡
素
化
に
関
す
る
農
林
水
産
省
の
資
料

I
V
.

水
土

里
情

報
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

災
害

査
定

1
.

水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
は
，
全
土
連
が
事
業
主
体
と
な
り
，

宮
城
県
に
お
い
て
も
本
会
が
オ
ル
ソ
画
像
・
地
形
図
・
農
業
用

施
設
・
農
地
筆
・
耕
区
図
な
ど
を

G
IS

化
し
「
農
業
・
農
村
基

盤
図
」
と
し
て
整
備
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
，
計
測
機
能
（
距
離
・
面
積
）
は
当
然
の

こ
と
，
G
P
S
端
末
（
P
D
A

な
ど
）
に
よ
る
現
地
測
定
情
報
も
取

込
み

可
能

で
あ

る
。
ま

た
，
オ

ル
ソ

画
像

の
解

像
度

が
16

〜

25
cm

で
あ
り
，
畦
畔
の
判
読
も
可
能
で
あ
り
，
災
害
復
旧
に

活
用
で
き
る
。
こ
の
た
め
，
今
回
津
波
被
災
区
域
の
農
地
や
農

業
用
施
設
（
支
線
・
小
用
排
水
路
お
よ
び
支
線
道
路
）
の
災
害

査
定
は
本
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
，
標
準
断
面
方
式
に
よ
り
積
算

し
て
申
請
す
る
こ
と
と
し
た
。

津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
は
，
海
水
だ
け
が
浸
水
し
た
塩
害
区

域
と
，
農
地
や
用
排
水
路
な
ど
に
土
砂
が
堆
積
し
た
土
砂
堆
積

区
域
に
区
分
さ
れ
る
。
今
回
は
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
で
作
成

し
た
津
波
浸
水
区
域
図
を
も
と
に
現
地
調
査
を
行
い
，
農
地
災

害
申
請
区
域
（
土
砂
堆
積
区
域
）
と
除
塩
事
業
申
請
区
域
（
塩

害
区
域
）
を
判
別
し
，
さ
ら
に
区
域
内
の
農
地
面
積
な
ど
の
農

地
情
報
（
字
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
所
有
者
情
報
）
を
突
合

し
，
農
地
災
害
査
定
資
料
に
活
用
し
た
。

2
.

標
準
断
面
方
式
に
よ
る
災
害
審
査
申
請

農
地
災
害
と
農
業
用
施
設
災
害
は
，
別
々
に
申
請
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
，
今
回
は
土
砂
堆
積
エ
リ
ア
か
ら
抽

出
し
た
一
定
区
域
内
（
除
塩
を
考
慮
し
た
排
水
系
統
区
域
）
の

農
地
と
，
支
線
小
用
排
水
路
・
支
線
道
路
な
ど
の
農
業
用
施
設

を
，
一
体
的
に
復
旧
す
る
区
域
一
体
方
式
に
よ
る
災
害
査
定
設

計
書
を
作
成
し
て
申
請
し
た
。

被
災
し
た
農
地
は
，
基
盤
整
備
済
み
区
域
と
未
整
備
区
域
に

分
け
ら
れ
る
。
基
盤
整
備
済
み
区
域
と
未
整
備
区
域
で
は
復
旧

に
係
る
事
業
費
（
復
旧
単
価
）
が
異
な
る
た
め
，
被
災
し
た
両

区
域
か
ら
県
内
の
標
準
的
な
エ
リ
ア
を
抽
出
し
，
そ
の
エ
リ
ア

に
含
ま
れ
る
農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
面
積
・
復
旧
延
長
な

ど
を
現
地
調
査
な
ど
に
よ
り
算
出
し
，
基
盤
整
備
済
み
区
域
・

未
整
備
区
域
お
の
お
の
の
モ
デ
ル
災
害
査
定
設
計
書
を
作
成
し

た
。 申
請
す
る
地
目
は
，
現
況
地
目
で
あ
る
が
，
こ
れ
ら
の
情
報

は
各
自
治
体
が
所
有
し
て
い
る
。
し
か
し
，
津
波
に
よ
り
流
失

し
た
自
治
体
が
あ
る
た
め
，
既
存
の

G
IS

デ
ー
タ
の
登
記
簿
地

目
で
申
請
し
た
。

農
地
の
復
旧
面
積
は
，
実
測
面
積
が
原
則
で
あ
る
が
，
今
回

は
G
IS

を
活
用
し
て
算
出
し
た
。

申
請
図
面
は
，
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
で
作
成
（
基
本
的
に

オ
ル
ソ
画
像
に
農
地
筆
を
重
ね
た
も
の
と
）
し
た
。

現
地

調
査

は
，
現

行
の

ル
ー

ル
で

は
10

a
当

た
り

9〜
15

点
の
坪
掘
り
や
水
準
測
量
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
，
今
回
の
災
害
は
被
災
面
積
が
甚
大
だ
っ
た
た
め
，
10

h
a
当
た
り

1
点
で
堆
積
土
砂
厚
さ
の
調
査
を
行
っ
た
。

堆
積
土
砂
で
埋
没
し
て
“
不
可
視
”
と
な
っ
て
い
る
箇
所
に

お
い
て
は
，
土
砂
撤
去
後
に
損
壊
や
不
同
沈
下
な
ど
の
被
災
が

判
明
す
る
た
め
，
実
施
時
に
お
け
る
「
計
画
変
更
」
で
対
応
す

る
こ
と
と
し
た
。

国
土
地
理
院
の
調
査
に
よ
る
と
，
沿
岸
部
で
は
著
し
い
地
盤

沈
下
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
区
域
の
農
地
で
は
，
排

水
不
良
や
塩
害
な
ど
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
，
地
盤
沈
下

相
当
分
の
盤
上
げ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
な
お
，
盤
上
げ
土
量

の
算
出
に
つ
い
て
は
，
地
盤
高
の
測
量
を
，
短
期
間
に
広
域
的

に
把
握
で
き
る

L
P
測
量

注
1)
成
果

1)
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

被
災
前
後
の

L
P
測
量
デ
ー
タ
か
ら
地
盤
高
を
取
得
し
，
両
者

の
差
分
量
標
高
を
解
析
し
て
沈
下
状
況
を
把
握
す
る
。
解
析
し

た
地
盤
沈
下
検
証
点
に
つ
い
て
は
，
10

h
a
メ
ッ
シ
ュ
ご
と
に

3
点

配
置

し
，
異

常
値

を
示

す
検

証
点

を
除

外
し

た
後

に
，

デ
ー
タ
の
平
均
値
を
当
該
メ
ッ
シ
ュ
の
地
盤
沈
下
量
と
し
た
。

こ
の
結
果
に
よ
り
，
1
メ
ッ
シ
ュ
ご
と
の
地
盤
沈
下
量
と
対
象

農
業

農
村

工
学

会
誌

第
81

巻
第

3
号

W
a
te
r,

L
a
n
d
a
n
d
E
n
v
ir
o
n
.
E
n
g
.
M
a
r.

2
0
1
3

18 1
9
2

注
）

L
P
（

レ
ー

ザ
ー

プ
ロ

フ
ァ

イ
ラ

）
測

量
と

は
，
航

空
機

に
搭

載
し

た
レ

ー
ザ

ー

ス
キ

ャ
ナ

か
ら

地
上

に
レ

ー
ザ

ー
光

を
照

射
し

，
地

上
か

ら
反

射
す

る
レ

ー
ザ

ー

光
と

の
時

間
差

に
よ

り
得

ら
れ

る
地

上
ま

で
の

距
離

と
G
P
S
測

量
機

，
IM

U

（
慣

性
計

測
装

置
）

か
ら

得
ら

れ
る

航
空

機
の

位
置

情
報

よ
り

，
地

上
の

標
高

や

地
形

の
形

状
を

精
密

に
調

べ
る

新
し

い
測

量
方

法
で

あ
る

。

I
.

は
じ

め
に

平
成

23
年

3
月

11
日

に
発

生
し

た
東

北
地

方
太

平
洋

沖

地
震
は
，
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9.
0
と
，
わ
が
国
の
地
震
観
測
史

上
最
大
と
な
る
巨
大
地
震
で
あ
り
，
地
震
発
生
後
に
高
さ

10

m
前
後
の
大
津
波
が
宮
城
県
沿
岸
部
全
域
を
襲
い
，
海
岸
か
ら

数
k
m

に
も
及
ぶ
約

32
7
k
m

2
も
の
広
大
な
地
域
が
甚
大
な
被

害
を
被
っ
た
。

宮
城

県
に

お
い

て
は
，
全

農
地

面
積

の
10

％
以

上
を

占
め

る
14
,3
00

h
a（

約
14

万
筆
）
が
海
水
の
浸
水
に
よ
り
塩
害
を

受
け
，
そ
の
上
に
津
波
土
砂
が
堆
積
し
，
が
れ
き
が
散
乱
し
た
。

ま
た
，
沿
岸
部
の
排
水
機
場
（
69

機
場
）
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
，
浸
水
区
域
内
に
お
け
る
延
長

21
7
k
m

も
の
幹
線
用
排

水
路
が
被
災
し
た
。
そ
れ
に
小
用
排
水
路
な
ど
を
加
え
る
と
被

災
延
長
は
膨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

平
成

23
年

4
月

13
日

時
点

で
の

宮
城

県
に

お
け

る
農

地

・
農
業
用
施
設
の
災
害
査
定
予
定
件
数
は
沿
岸
部
で

14
2,
00
0

件
（
農
地

14
1,
40
0
件
，
農
業
用
施
設

60
0
件
），

内
陸
部
で

50
0
件
，
計

14
2,
50
0
件
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
，
短
期
間
で
災
害
査
定
を
進
め
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
た
が
，
農
林
水
産
省
が
災
害
査
定

を
簡
略
化
す
る
た
め
に
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
方

針
を
出
し
た
こ
と
に
よ
り
，
年
内
ま
で
に
災
害
査
定
を
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

本
報
で
は
，
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
水
土
里
情
報
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
水
土
里
ネ
ッ
ト
み
や
ぎ
（
宮
城
県
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
，
以
下
，「

本
会
」
と
い
う
）
で
の
災
害
査
定
の

事
例
を
紹
介
す
る
。

I
I
.

被
害

額
と

被
害

数
量

の
把

握

地
震
発
生
当
日
は
被
害
情
報
が
錯
綜
し
，
本
会
単
独
で
被
災

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め
，
翌
日
か
ら
県

と
連
携
し
，
密
に
情
報
交
換
を
行
い
，
錯
綜
す
る
被
災
情
報
の

整
理
に
あ
た
っ
た
。

地
震
発
生
か
ら

3
日
目
に
は
県
の
助
言
に
よ
り
，
被
災
前
の

オ
ル
ソ
写
真
と
農
地
筆
図
を
重
ね
合
わ
せ
た
水
土
里
情
報
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
，
津
波
浸
水
区
域
図
を
作
成
し
た
（
図
-1

）。

ま
た
，
シ
ス
テ
ム
の
属
性
デ
ー
タ
と

G
IS

シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
，
津
波
浸
水
区
域
内
の
農
地
面
積
や
道
水
路
延
長
な
ど
，
被

害
数
量
の
算
出
を
開
始
し
た
（
図
-1

）。

図
-
1

水
土

里
情

報
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

作
成

さ
れ

た
津

波
浸

水
区

域
図

I
I
I
.

災
害

査
定

の
簡

素
化

平
成

23
年

4
月

13
日

ま
で

に
ま

と
め

た
農

地
・

農
業

用

施
設

の
災

害
査

定
予

定
件

数
は

14
2,
50
0
件

で
あ

っ
た
。
こ

の
数
字
は
過
去

5
年
の
平
均
災
害
査
定
件
数
が

78
件
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
，
1,
82
0
年
分
に
相
当
す
る
膨
大
な
件
数

で
あ
っ
た
。

現
行
の
災
害
査
定
ル
ー
ル
で
は
，
農
地
は
一
筆
ご
と
の
堆
積

土
の
試
掘
，
農
業
用
施
設
は
路
線
ご
と
の
被
災
状
況
の
測
定
な

ど
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
，
①
農
地
や
用
排
水
路
に

は
が
れ
き
が
大
量
に
散
乱
し
て
お
り
，
が
れ
き
を
撤
去
し
た
後

の
調
査
と
な
る
こ
と
，
②
災
害
査
定
は
限
ら
れ
た
期
間
内
に
調

査
・
測
量
・
設
計
・
積
算
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
，
堆
積

土
の
試
掘
数
や
用
排
水
路
の
路
線
の
測
定
数
が
膨
大
と
な
り
，

農
地
と
農
地
沿
い
の
農
業
用
施
設
を
区
分
し
て
査
定
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
，
③
査
定
申
請
に
要
す
る
マ

ン
パ
ワ
ー
が
足
り
ず
，
従
来
の
手
法
で
査
定
に
臨
む
こ
と
は
困

難
で
あ
る
こ
と
，
④
過
去
に
例
を
見
な
い
甚
大
な
災
害
で
あ
る

報
文
・
東
日
本
大
震
災
の
災
害
査
定
に
お
け
る
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

水
土
の
知

8
1
（

3
）

17 1
9
1

東
日
本
大
震
災
，
水
土
里
情
報
，
G
IS
，
災
害
査
定
，
簡

素
化
，
津
波
被
災
区
域

†
宮
城
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

小
特

集
農

山
漁

村
地

域
の

再
生

に
向

け
た

G
IS

活
用

の
事

例
，

課
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K
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n
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M
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o
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a
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o
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S
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s
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m
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G
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a
t
E
a
s
t
J
a
p
a
n
E
a
rt
h
q
u
a
k
e

D
is
a
s
te
r
A
s
s
e
s
s
m
e
n
t

東
日
本
大
震
災
の
災
害
査
定
に
お
け
る
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

報
文

−　220　−



域
，
未
整
備
区
域
を
区
分
し
，
入
力
し
査
定
設
計
書
を

作
成

⑫
各
工
種
の
直
接
工
事
を
算
出
し
，
そ
の
割
合
に
応
じ
て

共
通
仮
設
費
を
案
分
し
て
，
各
工
種
の
工
事
費
お
よ
び

事
業
費
を
算
出

⑬
農
地
に
係
る
限
度
額
は
，
被
災
農
地
の
大
部
分
が
低
平

地
で
あ
る
た
め
，
傾
斜
度
は

0°
と
し
て
算
出

V
.

ま
と

め

水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
，
標
準
断
面
方
式
の
導
入
に

よ
り
，
設
計
図
書
の
大
幅
な
簡
素
化
が
な
さ
れ
，
平
成

23
年

8

月
8
日
の
第

10
次
査
定
か
ら

12
月

16
日
の
第

24
次
査
定

ま
で

に
全

66
5
地

区
，
全

朱
入

れ
件

数
1,
32
1
件
（
当

初

14
2,
00
0
件
を
地
区
ご
と
に
統
合
）
の
災
害
査
定
を
年
内
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
は
災
害
査
定
だ
け
で
は
な
く
，
①
が

れ
き

の
一

時
置

き
場

を
選

定
す

る
た

め
に
，
県

に
図

面
を

提

供
，
②
水
稲
作
付
け
可
能
区
域
判
定
資
料
と
し
て
オ
ル
ソ
画
像

・
浸
水
区
域
・
基
盤
整
備
区
域
・
用
排
水
受
益
区
域
を
重
ね
た

図
面
を
作
成
し
，
県
が
土
地
改
良
区
と

JA
へ
提
供
，
③
オ
ル

ソ
画
像
・
浸
水
区
域
・
土
地
改
良
区
の
受
益
範
囲
を
重
ね
た
図

面
と
土
地
改
良
区
の
被
災
農
地
面
積
を
算
出
し
，
土
地
改
良
区

の
賦
課
金
徴
収
や
事
業
費
償
還
金
対
策
に
対
応
し
た
資
料
と
し

て
県
へ
提
出
，
④
泥
土
の
堆
積
厚
さ
（
2,
30
0
カ
所
），

塩
分
濃

度
検
体
採
取
（
2,
70

0
カ
所
）
な
ど
の
現
地
調
査
を
行
い
，
県

内
の
津
波
浸
水
農
地

14
,3
00

h
a
に
お
け
る
デ
ー
タ
を
管
理
，

⑤
今

回
県

内
で

発
生

し
た

2,
44
9
件

の
災

害
デ

ー
タ

を
管

理

（
農
地
，
用
排
水
路
，
用
排
水
機
場
，
た
め
池
，
樋
門
・
樋
管
，

農
道
，
集
落
排
水
施
設
な
ど
），

⑥
市
町
村
に
代
わ
っ
て
農
地
災

害
に
係
る
補
助
率
増
高
に
対
応
，
⑦
地
盤
沈
下
に
伴
う
高
潮
浸

水
想
定
区
域
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
図
-
6
），

な
ど
を
行
っ

て
き
て
い
る
。

図
-
6

高
潮
浸
水
区
域
想
定
図

こ
の
よ
う
に
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
は
，
査
定
以
外
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
に
使
わ
れ
て
お
り
，
災
害
対
応
に
非
常
に
有
効

な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
今
後
の
復
旧
・
復

興
と
新
た
な
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に
，
国
の
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
の
最
新
情
報
管
理
に
努
め
て
い
き
た

い
。 V
I
.

お
わ

り
に

最
後
に
，
東
日
本
大
震
災
の
災
害
査
定
に
際
し
て
，
農
林
水

産
省
，
東
北
農
政
局
，
宮
城
県
，
県
内
市
町
村
，
県
内
土
地
改

良
区
の
関
係
者
の
方
々
か
ら
多
く
の
ご
指
導
，
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
，
今
回

の
災
害
査
定
に
お
い
て
全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
多
く
の

道
県

水
土

里
ネ

ッ
ト
，
県

内
土

地
改

良
区

か
ら

延
べ

数
約

2,
40
0
名
に
及
ぶ
方
々
の
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
，
農
業
農
村

整
備
関
係
の
被
災
件
数

2,
44
9
件
に
対
し
て
，
本
会
が

2,
21
6

件
（
全
体
の

90
％
）
の
対
応
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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4

面
積
か
ら
，
平
均
沈
下
量
・
盤
上
げ
高
さ
を
求
め
，
盤
上
げ
対

象
面
積
を
乗
じ
た
盤
上
げ
土
量
を
算
出
し
た
。

3
.

標
準

断
面

方
式

の
ベ

ー
ス

と
な

る
モ

デ
ル

地
区

選
定

の
考
え
方

標
準
断
面
方
式
の
ベ
ー
ス
と
な
る
モ
デ
ル
地
区
は
，
基
盤
整

備
済
み
区
域
，
未
整
備
区
域
と
も
津
波
被
災
面
積
の

93
％
を

占
め

る
，
石

巻
管

内
と

仙
台

管
内

か
ら

選
定

す
る

こ
と

と
し

た
。
そ
し
て
津
波
土
砂
が
堆
積
し
た
区
域
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位

置
し
，
農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
の
被
災
の
程
度
が
平
均
的
と

考
え
ら
れ
た
，
岩
沼
市
玉
浦
地
区
（
基
盤
整
備
済
み
区
域
（
標

準
区
画

30
a）
）
と
名
取
市
小
塚
原
地
区
（
未
整
備
区
域
（
標
準

区
画

10
a）
）
を
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
区

で
現
地
調
査
を
行
い
，
モ
デ
ル
と
な
る
査
定
計
画
書
を
作
成
し

た
。 な
お
，
標
準
断
面
方
式
に
よ
る
災
害
査
定
の
作
業
フ
ロ
ー
は

図
-3

の
と
お
り
で
あ
る
。

4
.

査
定
設
計
書
の
作
成

災
害
査
定
設
計
書
は
，
以
下
の
手
順
に
よ
り
作
成
し
た
。

①
オ
ル
ソ
画
像
上
の
浸
水
区
域
線
と
筆
図
か
ら
被
災
農
地

を
選
定

②
浸
水
農
地
の
属
性
デ
ー
タ
か
ら
被
災
農
地
一
覧
を
作
成

③
排
水
系
統
を
基
に
排
水
ブ
ロ
ッ
ク
（
申
請
地
区
）
を
作

成

④
堆
積
土
砂
厚
調
査
（
1
カ
所
/1
0
h
a）

結
果
と
そ
の
位

置
情
報
を

G
P
S
端
末
（
P
D
A
）
に
格
納
（
図
-4

）

⑤
G
P
S
端

末
に

格
納

し
た

堆
積

土
砂

厚
を

農
地

筆
1
筆

ご
と
に
地
図
に
反
映
（
図
-5

）

⑥
農
地
の
地
目
情
報
（
登
記
簿
地
目
）
を
付
与
し
，“

田
”

と
“
畑
”
を
区
分

⑦
基
盤
整
備
事
業
の
実
施
状
況
を
農
地
筆

1
筆
ご
と
に
付

与

⑧
申

請
地

区
ご

と
に

農
地

筆
情

報
を

エ
ク

ス
ポ

ー
ト

し

て
，
1
筆
ご
と
の
数
量
計
算
表
を
作
成

⑨
1
筆
ご
と
の
数
量
計
算
表
よ
り
，
数
量
一
覧
表
を
作
成

⑩
地
盤
沈
下
量
，
地
盤
沈
下
面
積
お
よ
び
盤
上
げ
土
量
の

算
出

⑪
各
数
量
計
算
よ
り
，
標
準
積
算
書
に
基
盤
整
備
済
み
区

報
文
・
東
日
本
大
震
災
の
災
害
査
定
に
お
け
る
水
土
里
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

水
土
の
知

8
1
（

3
）

19 1
9
3

図
-
4

G
P
S
端
末
に
よ
る
堆
積
土
砂
厚
の
調
査

図
-
3

標
準
断
面
方
式
に
よ
る
災
害
査
定
の
作
業
フ
ロ
ー

図
-
5

堆
積
土
砂
厚
の
地
図
へ
の
反
映
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課
面
積

14
4
h
a
の
う
ち

32
％
の
農
地
が
復
旧
し
て
お
ら
ず
水

稲
作
付
け
が
で
き
な
い
中
で
，
総
代
会
の
議
決
を
経
て
，
す
べ

て
の
農
地
に
経
常
賦
課
金
を
賦
課
し
た
。
こ
の
こ
と
は
，
ま
だ

作
付
け
で
き
な
い
農
地
へ
も
賦
課
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
平

成
23

年
度
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
と
積
立
金
の
取
崩
し
で

収
入
不
足
を
補
填
し
た
が
，
平
成

24
年
度
は
経
常
賦
課
金
を

徴
収
し
な
い
と
収
入
が
不
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
財
務
運
営
を
続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
か
ら
，
全
面

積
の
賦
課
を
行
っ
た
も
の
だ
が
，
組
合
員
か
ら
は
土
地
改
良
区

へ
の
目
立
っ
た
苦
情
な
ど
は
な
か
っ
た
。
何
よ
り
も
総
代
会
の

合
意
を
得
て
い
る
こ
と
が
証
拠
と
い
え
よ
う
。

一
見
不
思
議
に
思
わ
れ
る
こ
の
現
象
は
，
一
般
に
経
常
賦
課

金
が
引
水
費
の
意
味
合
い
を
持
つ
中
で
転
作
地
へ
の
賦
課
を
続

け
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
，
あ
な
が
ち
不
思
議
な
こ
と
で
は

な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
，
平
成

24
年
度
に
水
稲
作
付
け
の

で
き
な
か
っ
た

46
h
a
の
う
ち

26
h
a
の
農
地
が
震
災
廃
棄
物

処
理

に
係

る
用

地
と

し
て

利
用

さ
れ
，
10

a
当

た
り

年
間

10
5,
00
0〜

14
5,
00
0
円
の
借
地
料
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

3
.

特
別
賦
課
金

特
別
賦
課
金
に
つ
い
て
は
，
事
業
償
還
金
に
対
す
る
利
子
補

給
を
行
う
国
の
「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
土
地
改
良
負
担
金

償
還
助
成
事
業
」
を
活
用
し
，
償
還
繰
延
と
繰
延
に
伴
う
償
還

利
子
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
，
事
業
要
件
に
合
致

せ
ず
国
の
制
度
が
使
え
な
か
っ
た
一
部
の
地
区
に
つ
い
て
は
，

県
が
独
自
に
「
津
波
被
害
土
地
改
良
区
債
償
還
支
援
事
業
」
を

制
度
化
し
，
県
が
事
業
償
還
金
の
一
時
貸
付
け
を
行
っ
た
。
こ

れ
ら
の
措
置
に
よ
り
，
土
地
改
良
区
は
水
稲
作
付
け
の
で
き
な

い
農
地
へ
の
特
別
賦
課
金
の
賦
課
を
免
除
し
て
い
る
。

4
.

賦
課
金
徴
収
に
係
る

A
土
地
改
良
区
の
例

地
区
面
積
の

67
％
が
津
波
被
害
を
受
け
た

A
土
地
改
良
区

で
は
，
津
波
被
害
の
な
か
っ
た

33
％
の
農
地
で
の
水
稲
作
付

農
業

農
村

工
学

会
誌
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平
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会
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収
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h
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付

面
積
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20

0
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賦
課
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作
付

面
積

（
h
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I
.

は
じ

め
に

平
成

23
年

3
月

11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
宮
城
県
内

12

土
地
改
良
区
が
甚
大
な
津
波
被
害
を
受
け
，
土
地
改
良
区
職
員

の
業
務
中
の
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
，
多
く
の
組
合
員
や
家

族
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

被
災
し
た
土
地
改
良
区
が
抱
え
る
課
題
は
，「

経
常
費
」
に
充

て
る
経
常
賦
課
金
の
徴
収
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
収
入
減
，

土
地
改
良
事
業
償
還
金
に
充
て
る
「
特
別
賦
課
金
」
の
徴
収
困

難
化
，
復
旧
・
復
興
事
業
に
従
事
す
る
職
員
不
足
，
地
盤
沈
下

に
よ
る
排
水
機
運
転
経
費
の
増
大
，
流
失
し
た
事
務
所
再
建
や

大
規
模
修
繕
工
事
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
，
被
災
地
全
体
の
復
興

の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

本
報
で
は
，
被
災
し
た
土
地
改
良
区
の
抱
え
る
こ
れ
ら
の
課

題
と
対
応
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

I
I
.

土
地

改
良

区
の

被
災

の
状

況

宮
城
県
内

56
土
地
改
良
区
の
う
ち
，
津
波
被
害
を
受
け
た

12
の
土
地
改
良
区
の
地
区
面
積
は

22
,1
77

h
a，

県
内
の
農
地

面
積
の

18
％
，
土
地
改
良
区
面
積
の

25
％
を
占
め
る
（
県
内

に
は
一
部
，
地
区
面
積
の
重
複
す
る
土
地
改
良
区
も
あ
る
が
，

単
純
合
計
し
た
土
地
改
良
区
面
積
の
割
合
）。

表
-1

に
示
す
と

お
り
，
12

の
土
地
改
良
区
の
地
区
面
積
は
，
L
土
地
改
良
区
の

14
4
h
a
か
ら
，
G
土
地
改
良
区
の

4,
94
1
h
a
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
地
区
面
積
が

3,
00
0
h
a
を
超
え
る

4
つ
の
土
地
改

良
区

で
は
，
過

去
に

国
営

土
地

改
良

事
業

が
実

施
さ

れ
て

お

り
，
被
災
地
域
は
比
較
的
規
模
の
大
き
い
土
地
改
良
施
設
が
建

設
・
整
備
さ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
。

表
-1

に
示
す
と
お
り
，
土
地
改
良
区
の
津
波
被
害
面
積
は

10
,5
59

h
a
で
，
地
区
面
積
の

48
％
に
相
当
す
る
。
ま
た
，
E

土
地
改
良
区
と

F
土
地
改
良
区
の
事
務
所
が
津
波
で
流
失
し

た
ほ
か
，
地
震
に
よ
り
事
務
所
が
全
壊
・
半
壊
の
被
害
を
受
け

た
土
地
改
良
区
も
あ
り
，
余
震
が
続
き
二
次
被
害
の
お
そ
れ
の

あ
る
執
務
環
境
の
中
で
，
被
害
調
査
や
災
害
復
旧
の
業
務
に
従

事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
た
。

I
I
I
.

土
地

改
良

区
の

現
状

と
課

題

1
.

一
般
会
計

平
成

23
，
24

年
度
の
各
土
地
改
良
区
の
一
般
会
計
を
表
-2

に
示
す
。
平
成

23
年
度
は
賦
課
金
収
入
が
総
額
の

28
％
に
と

ど
ま
り
，
震
災
前
に
は
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
積
立
金
の

取
崩
し
が
行
わ
れ
，
収
入
不
足
を
補
填
し
た
。
平
成

24
年
度

予
算
で
は
，
水
稲
作
付
け
再
開
面
積
が
増
え
た
こ
と
か
ら
平
成

23
年

度
と

比
較

す
る

と
賦

課
金

収
入

が
増

加
し
，
総

額
の

35
％
と
な
っ
た
。
し
か
し
，
依
然
と
し
て
積
立
金
を
取
り
崩
さ

な
い
と
運
営
が
成
り
立
た
な
い
状
況
が
続
く
土
地
改
良
区
も
あ

り
，
今
後
運
営
困
難
に
陥
る
土
地
改
良
区
が
出
て
く
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
る
。

2
.

経
常
賦
課
金

各
土
地
改
良
区
の
平
成

23
，
24

年
度
の
作
付
面
積
，
土
地

改
良

区
の

運
営

費
に

充
て

る
経

常
賦

課
金

の
賦

課
面

積
を

表

-3
に
示
す
。
平
成

23
年
度
の
経
常
賦
課
金
は
，
緊
急
除
塩
工

事
に
よ
り
平
成

23
年
度
産
の
水
稲
作
付
け
が
可
能
と
な
っ
た

D
，
H
，
J
の

3
つ
の
土
地
改
良
区
を
除
き
，
い
ず
れ
の
土
地
改

良
区
も
「
作
付
け
で
き
な
い
農
地
へ
は
賦
課
し
な
い
」
こ
と
と

し
て
い
る
。
平
成

24
年
度
も
ほ
と
ん
ど
の
土
地
改
良
区
で
同

様
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
が
，
L
土
地
改
良
区
で
は
，
経
常
賦

報
文
・
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
土
地
改
良
区
の
抱
え
る
課
題
と
対
応

水
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知

8
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3
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額
，
経
常
賦
課
金
の
値
上
げ
な
ど
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
震
災
以
前
か
ら
も
，
圃
場
整
備
に
新
た
に
取
り
組
む
土

地
改
良
区
で
は
，
事
業
の
業
務
内
容
に
精
通
し
経
験
の
豊
富
な

職
員
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
，
震
災
復
旧
・
復
興
に

当
た

っ
て
，
こ

の
課

題
が

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
さ

れ
る

こ
と

と

な
っ
た

1)
。

（
3
）

課
題
へ
の
対
応

宮
城
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
（
以
下
，「

土
地
連
」
と
い
う
）
が
中
心
と
な
っ
て
次
の
対
策

を
講
じ
，
被
災
土
地
改
良
区
が
抱
え
る
人
員
不
足
の
課
題
に
対

応
す
る
と
と
も
に
，
将
来
の
経
常
賦
課
金
へ
の
影
響
を
回
避
し

て
い
る
。

①
土
地
連
は
県
内
の
内
陸
部
の
土
地
改
良
区
な
ら
び
に
被
災

土
地
改
良
区
と
，
必
要
の
つ
ど
，
職
員
派
遣
に
係
る
協
定
を

締
結
。
こ
の
協
定
に
基
づ
き
，
内
陸
部
の
土
地
改
良
区
は
圃

場
整
備
に
精
通
し
た
職
員
を
土
地
連
に
出
向
。
さ
ら
に
土
地

連
職
員
と
し
て
被
災
土
地
改
良
区
の
現
地
業
務
に
従
事
。
被

災
土
地
改
良
区
は
現
地
業
務
従
事
者
の
社
会
保
険
な
ど
を
含

む
す
べ
て
の
人
件
費
を
土
地
連
に
支
払
い
，
土
地
連
は
出
向

元
の
土
地
改
良
区
へ
人
件
費
を
補
填
。

②
土
地
改
良
区
や
市
町
の
退
職
者
を
土
地
連
の
嘱
託
や
臨
時

職
員
と
し
て
雇
用
。
圃
場
整
備
の
地
元
調
整
支
援
の
た
め
に

被
災
土
地
改
良
区
へ
専
任
配
置
。

③
他
県
土
地
連
か
ら
宮
城
県
土
地
連
へ
の
出
向
者
を
圃
場
整

備
の
換
地
業
務
支
援
の
た
め
に
被
災
土
地
改
良
区
へ
専
任
配

置
。

④
土
地
改
良
区
の
な
い
地
区
に
つ
い
て
は
，
土
地
改
良
区
な

ど
の
退
職
者
を
土
地
連
の
嘱
託
職
員
や
臨
時
職
員
と
し
て
雇

用
し
，
本
来
は
市
町
が
行
う
べ
き
地
元
調
整
業
務
を
肩
代
わ

り
し
て
実
施
。

い
ず
れ
の
場
合
も
，
土
地
改
良
区
や
土
地
連
が
負
担
す
る
経

費
は
，
県
単
独
予
算
な
ど
に
よ
る
県
か
ら
の
受
託
費
を
充
当
し

て
い
る
。

以
上
の
対
策
は
，
震
災
復
旧
・
復
興
に
伴
う
も
の
だ
が
，
従

来
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
た
土
地
改
良
区
の
人
材
の
広
域
的
な

有
効
活
用
の
点
か
ら
も
参
考
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

7
.

土
地
改
良
区
運
営
資
金
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

土
地

改
良

区
と

同
じ

く
甚

大
な

被
害

を
受

け
た

沿
岸

部
の

JA
は
被
災
に
よ
り
自
己
資
本
比
率
が
減
少
し
，
震
災
復
旧
に

伴
う
資
金
需
要
へ
の
対
応
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
，
全
国
の

JA
バ

ン
ク
の
資
金
拠
出
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

JA
バ
ン
ク
支
援
基
金

か
ら
の
資
本
注
入
を
受
け
，
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
る
。

土
地
改
良
区
に
つ
い
て
は
，
今
回
の
震
災
で
は
国
の
特
例
措

置
な
ど
に
救
わ
れ
た
面
も
あ
る
が
，
震
災
前
と
は
大
き
く
違
う

悪
化
し
た
状
況
が
今
後
も
続
く
こ
と
を
考
え
る
と
，
現
在
の
土

地
改
良
区
の
財
政
状
況
で
は
心
許
な
い
こ
と
も
あ
り
，
全
国
の

土
地
改
良
区
が
結
束
し
て
災
害
時
の
運
営
に
対
応
で
き
る
制
度

な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
JA

と
土
地
改
良
区
は
組

織
の
目
的
や
性
格
は
違
う
が
，
た
と
え
ば

JA
バ
ン
ク
支
援
基

金
に
よ
う
に
，
全
国
の
土
地
改
良
区
が
資
金
を
拠
出
す
る
こ
と

に
よ
り
，
被
災
し
た
土
地
改
良
区
が
運
営
資
金
な
ど
を
無
利
子

ま
た
は
低
利
で
借
り
入
れ
，
営
農
再
開
後
に
長
期
間
で
償
還
す

る
よ
う
な
，
一
種
の
「
頼
母
子
講
」
的
な
基
金
の
造
成
が
考
え

ら
れ
る
。
基
金
の
造
成
規
模
，
拠
出
方
法
，
借
入
の
範
囲
お
よ

び
期
間
，
償
還
方
法
な
ら
び
に
基
金
管
理
機
関
な
ど
の
検
討
す

べ
き
課
題
は
多
い
が
，
土
地
改
良
区
の
使
命
や
公
共
性
な
ど
を

鑑
み
，
ま
た
，
予
想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
へ
の
対
策
と
し
て
，

実
現
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

2)
。

I
V
.

お
わ

り
に

震
災
後
，
土
地
改
良
区
は
農
地
の
津
波
浸
水
，
排
水
機
場
な

ど
の
管
理
施
設
の
損
壊
，
経
常
賦
課
金
収
入
の
大
幅
な
減
少
な

ど
に
伴
い
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
，
地

盤
沈
下
に
よ
る
排
水
機
場
の
運
転
経
費
の
増
加
や
，
復
旧
・
復

興
事
業
で
建
設
す
る
新
た
な
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
，
今
後

の
運
営
へ
の
不
安
も
大
き
い
。

一
方
で
，
復
旧
か
ら
復
興
の
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て
き
て
い
る

中
，
圃
場
整
備
区
域
に
住
宅
跡
地
な
ど
を
編
入
し
，
土
地
改
良

法
の
換
地
制
度
を
活
用
し
て
集
積
・
再
配
置
し
，
土
地
利
用
を

整
序

化
し

よ
う

と
す

る
取

組
み

も
進

ん
で

い
る
。
被

災
地

で

は
，
か
つ
て
な
い
ほ
ど
，
土
地
改
良
事
業
の
果
た
す
役
割
が
注

目
さ

れ
て

お
り
，
土

地
改

良
区

の
有

す
る

土
地

利
用

調
整

機

能
，
人
的
な
調
整
機
能
な
ど
へ
の
期
待
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
。
土
地
改
良
区
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
周
囲
か
ら
の
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
，
引
続
き
行
政
や
関
係
機
関

か
ら
の
支
援
を
要
請
し
た
い
。

謝
辞

本
報
を
執
筆
す
る
に
当
た
り
，
宮
城
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
の
佐
藤
憲
一
技
監
お
よ
び
土
地
改
良
区
の
職
員
の

方
々
か
ら
多
大
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
，
岡
本
雅
美

元
日
本
大
学
教
授
か
ら
は
全
般
に
わ
た
る
ご
指
導
な
ど
を
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。
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け
が
可
能
な
は
ず
だ
っ
た
が
，
上
流
域
へ
の
用
水
供
給
は
，
排

水
機
能
を
失
っ
た
排
水
機
場
周
辺
に
位
置
す
る
下
流
域
の
被
災

農
地
な
ど
に
湛
水
な
ど
の
二
次
被
害
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
，
そ
れ
ら
の
区
域
に
つ
い
て
は
，
町
，
土

地
改
良
区
お
よ
び
農
協
が
関
係
農
家
へ
の
作
付
け
自
粛
を
要
請

し
，土

地
改
良
区
は
こ
の
区
域
の
用
水
供
給
を
行
わ
な
か
っ
た
。

そ
の

結
果
，
平

成
23

年
度

水
稲

作
付

け
は

地
区

面
積

の

18
％

に
と

ど
ま

り
，
土

地
改

良
区

で
は

作
付

け
で

き
な

い

82
％
の
農
地
へ
賦
課
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
よ
う
な
処
置
は
，
A

土
地
改
良
区
の
財
政
運
営
に
直
結

す
る
。
A

土
地

改
良

区
の

地
区

面
積

に
占

め
る

経
常

賦
課

面

積
は
，
平
成

24
年
度
の

47
％
か
ら
平
成

25
年
度
に
は

63
％

に
増
加
し
た
。
経
常
賦
課
金
の
収
入
減
に
よ
り
不
足
す
る
運
営

経
費
に
つ
い
て
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
や
，
県
や
町
か
ら
の

農
地
が
れ
き
撤
去
工
事
の
現
場
管
理
業
務
の
受
託
な
ど
に
よ
り

補
填
し
て
い
る
。

県
の
農
政
部
局
で
は
，
被
災
地
で
の
営
農
の
早
期
再
開
を
最

重
要
事
項
に
掲
げ
，
災
害
復
旧
や
営
農
再
開
に
係
る
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
施
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
，
農
家
に
対
す
る
対
策
の
み
な
ら
ず
，
土
地
改

良
区
の
経
常
賦
課
金
収
入
確
保
の
点
か
ら
も
非
常
に
重
要
な
取

組
み
で
あ
っ
た
。
経
常
賦
課
金
収
入
の
確
保
は
，
土
地
改
良
区

が
管
理
し
て
い
る
排
水
機
場
な
ど
の
重
要
施
設
の
運
転
経
費
の

確
保
を
含
め
た
土
地
改
良
区
財
政
運
営
に
大
き
く
影
響
す
る
。

し
か
し
，
現
在
，
復
旧
・
復
興
工
事
が
被
災
程
度
の
重
い
沿

岸
部
に
入
っ
て
き
て
い
て
，
震
災
復
興
に
伴
う
他
事
業
と
の
調

整
事

項
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

な
ど

か
ら
，
農

地
復

旧
の

ス

ピ
ー
ド
が
鈍
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
，
震
災
以
前
の
賦
課
金

収
入
水
準
に
回
復
す
る
ま
で
に
は
な
お
時
間
が
必
要
と
見
込
ま

れ
る
。

5
.

排
水
機
場
な
ど
の
運
転
経
費

県
内

の
沿

岸
部

で
は
，
0.
2〜

1.
0
m

程
度

の
広

域
的

な
地

盤
沈
下
が
発
生
し
て
お
り
，
排
水
機
場
の
復
旧
の
際
に
は
，
地

盤
沈
下
を
考
慮
し
た
排
水
解
析
を
行
い
，
ポ
ン
プ
の
容
量
や
揚

程
を
決
定
し
て
い
る
。

し
か
し
，
震
災
前
に
自
然
排
水
と
機
械
排
水
の
併
用
に
よ
り

排
水
を
行
っ
て
い
た
地
域
の
中
に
は
，
地
盤
沈
下
に
よ
り
機
械

排
水
の
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
，
自
然
排
水
が
ま
っ
た
く
効
か

な
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ポ
ン
プ
運
転
時
間
の
増
加
は
，

電
気
使
用
料
金
な
ど
の
運
転
経
費
の
増
加
に
直
結
す
る
だ
け
で

な
く
，
ポ
ン
プ
設
備
の
耐
用
年
数
の
短
期
化
に
も
つ
な
が
る
問

題
で
あ
る
。
地
盤
沈
下
が
排
水
機
場
の
運
転
経
費
に
及
ぼ
す
定

量
的

な
影

響
は

継
続

的
な

調
査

を
待

た
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

が
，
多
く
の
土
地
改
良
区
が
今
後
の
排
水
機
場
の
運
転
経
費
の

増
加
を
懸
念
し
て
い
る
。

土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
排
水
機
場
の
流
域
に
は
，
地
域
経

済
上
の
重
要
施
設
も
少
な
く
な
い
。

た
と
え
ば
仙
台
空
港
や
周
辺
の
工
業
団
地
は
国
営
農
業
水
利

事
業
で
建
設
し
た
複
数
の
排
水
機
場
の
流
域
に
あ
る
た
め
，
排

水
機
場
の
早
期
の
機
能
回
復
や
そ
れ
に
つ
な
が
る
排
水
路
に
堆

積
し
た
が
れ
き
の
撤
去
は
，
営
農
の
早
期
再
開
だ
け
で
な
く
，

地
域
経
済
の
復
旧
の
た
め
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
た
。

な
お
，
こ
れ
ら
の
排
水
機
場
に
は
，
農
地
排
水
の
ほ
か
に
都

市
排
水
も
流
入
す
る
た
め
，
排
水
機
場
を
管
理
す
る

B
土
地
改

良
区
で
は
，
市
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
る
。

地
盤
沈
下
は
，
農
業
排
水
だ
け
で
な
く
都
市
排
水
の
排
水
経

費
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
，
今
後
，
排
水
機
場
な
ど

の
運
転
経
費
の
増
加
分
を
行
政
側
と
ど
の
よ
う
に
分
担
し
て
い

く
の
か
が
課
題
で
あ
る
。
な
お
，
都
市
排
水
を
担
っ
て
い
る
下

水
道
に
つ
い
て
は
，
雨
水
排
水
は
公
費
，
汚
水
処
理
費
は
個
人

負
担
が
基
本
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
，
排
水
は
公
費
負
担
と

す
べ
き
と
の
見
方
も
あ
り
，
今
後
こ
の
面
で
の
調
査
・
研
究
が

必
要
と
考
え
る
。

6
.

土
地
改
良
区
の
人
員
不
足
の
課
題

（
1
）

復
興
交
付
金
に
よ
る
圃
場
整
備

震
災
後
，
土
地
改

良
区
は
被
害
状
況
調
査
，
応
急
排
水
対
策
，
水
稲
作
付
調
整
，

災
害
査
定
や
，
そ
れ
に
伴
う
組
合
員
お
よ
び
国
・
県
・
市
町
と

の
調
整
に
追
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
，
復
興
交
付
金
に
よ
る

圃
場
整
備
事
業
が
制
度
化
さ
れ
，
県
で
は
，
被
災
市
町
か
ら
の

要
請
を
受
け
て
，
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
農
地
約

4,
30
0
h
a
の
圃
場
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

復
興
交
付
金
に
よ
る
圃
場
整
備
は
，
経
営
の
大
規
模
化
や
大

区
画
化
に
よ
り
競
争
力
の
あ
る
経
営
体
の
育
成
・
確
保
を
図
る

だ
け
で
な
く
，
土
地
改
良
法
の
換
地
制
度
を
活
用
し
，
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
に
よ
る
住
宅
跡
地
な
ど
の
集
積
・
再
配
置
な

ど
の
土
地
利
用
の
整
序
化
を
行
い
市
町
の
復
興
計
画
の
実
現
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）

土
地
改
良
区
の
人
員
不
足

圃
場
整
備
を
実
施
す
る

際
に
は
一
般
に
，
事
業
計
画
書
の
作
成
な
ど
主
に
技
術
的
な
面

を
県
が
担
当
し
，
地
域
を
熟
知
し
た
市
町
村
や
土
地
改
良
区
が

地
元
調
整
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
震
災
後
，
被
災
市
町
や
土

地
改
良
区
で
は
，
地
元
調
整
な
ど
の
た
め
の
人
員
が
大
幅
に
不

足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
市
町
は
全
国
の
都
道
府
県
や
市
町
村

か
ら
地
方
自
治
法
に
よ
る
職
員
派
遣
を
受
け
て
対
応
し
て
い
る

が
，
土
地
改
良
区
で
は
人
員
不
足
へ
の
対
策
が
難
し
い
状
況
に

あ
っ
た
。

圃
場
整
備
に
取
り
組
む
に
当
た
り
，
土
地
改
良
区
は
地
元
受

益
者
の
同
意
と
り
ま
と
め
，
換
地
に
係
る
調
査
・
調
整
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
，
そ
の
た
め
の
専
門
の

人
員
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
は
経
常
賦
課
金
の
徴
収
な
ど
に
直

結
す
る
問
題
で
あ
り
，
仮
に
そ
の
た
め
の
職
員
を
新
た
に
採
用

し
た
場
合
，
事
業
期
間
中
は
事
業
主
体
の
県
か
ら
の
受
託
業
務

な
ど
に
よ
り
職
員
の
人
件
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
が
，
事
業

完
了
後
は
受
託
収
入
が
な
く
な
り
，
職
員
の
解
雇
，
給
与
の
減

報
文
・
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
土
地
改
良
区
の
抱
え
る
課
題
と
対
応

水
土
の
知

8
2
（

3
）
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ど
の

災
害

復
旧

事
業

が
実

施
さ

れ
た
。
こ

の
災

害
復

旧
事

業

は
，
当
初
は
平
成

25
年
度
中
（
震
災
発
生
か
ら

3
年
間
で
）
に

本
地
域
す
べ
て
の
被
災
農
地
で
完
了
予
定
で
着
手
さ
れ
た
。
な

お
，
天
候
不
順
な
ど
に
よ
る
作
業
の
遅
れ
で
，
一
部
農
地
の
復

旧
が
平
成

26
年
度
に
ず
れ
込
む
状
況
に
あ
る
。

（
2
）

被
災
農
家
の
状
況
と
営
農
再
開
意
識

被
災
農
家
経

営
再
開
支
援
事
業
に
よ
り
，
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
て
「
農
業
復

興
組
合
」
が
結
成
さ
れ
，
被
災
農
地
で
の
が
れ
き
除
去
な
ど
を

実
施

し
て

い
る
。
本

地
域

で
は

集
落

ご
と

に
「
農

業
復

興
組

合
」
が
結
成
さ
れ
一
番
早
い
地
域
で
は
平
成

23
年

6
月
に
は

活
動
開
始
し
て
い
る
。
な
お
，
被
災
地
域
で
は
多
く
の
農
家
が

仮
設
住
宅
な
ど
に
住
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
顔
を
合
わ
せ
る
機
会

も
減
っ
て
い
た
が
，
こ
の
「
農
業
復
興
組
合
」
の
作
業
が
あ
る

日
は
集
落
の
農
家
の
多
く
が
集
ま
っ
て
い
た
の
で
，
休
憩
時
間

な
ど
に
今
後
の
農
業
を
ど
う
す
る
か
な
ど
の
話
を
す
る
貴
重
な

機
会
に
も
な
っ
て
い
た
。

ま
た
こ
の
時
期
の
農
家
の
営
農
再
開
へ
の
心
境
と
し
て
は
，

専
業
か
兼
業
か
で
異
な
っ
て
い
た
。
聞
取
り
調
査
結
果
か
ら
共

通
し
て
言
え
る
こ
と
は
，「

自
分
の
生
活
基
盤
（
住
居
や
仕
事
）

を
最
優
先
で
い
か
に
取
り
戻
す
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

専
業
農
家
と
し
て
は
，
住
居
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
，
自
分
た
ち

の
本
業
で
あ
る
農
業
の
再
開
が
同
様
の
優
先
順
位
を
も
っ
た
関

心
事
で
あ
っ
た
。
一
方
で
，
本
地
域
の
多
く
を
占
め
る
兼
業
農

家
は
，
自
分
た
ち
の
住
む
場
所
や
住
宅
が
ど
う
な
る
の
か
が
最

優
先
の
関
心
事
で
あ
り
，
兼
業
で
あ
る
農
業
は
優
先
順
位
が
比

較
的
低
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
，
農
業
機
械
や
農
業
施
設
の
被

災
度
合
い
に
よ
っ
て
も
異
な
っ
て
い
た
。
津
波
に
よ
っ
て
農
業

機
械
を
失
っ
た
場
合
に
は
，
専
業
農
家
で
あ
っ
て
も
，
改
め
て

農
業
機
械
を
準
備
す
る
た
め
の
投
資
に
つ
い
て
は
，
住
宅
な
ど

へ
の
支
出
も
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
大
き
な
負
担
と
な
り
，
現

実
的
に
営
農
を
再
開
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
意
見
が

複
数
者
よ
り
う
か
が
え
た
。

2
.

震
災
発
生
か
ら

2
年
目
（
平
成

2
4
年
度
）

（
1
）

農
地
の
復
旧

地
域
の
中
で
は
津
波
被
害
の
比
較
的

少
な
か
っ
た
自
動
車
専
用
道
路
よ
り
西
側
の
一
部
農
地
で
営
農

が
再
開
さ
れ
た
。
一
方
で
，
自
動
車
専
用
道
路
の
東
側
で
は
，

引
続
き
災
害
復
旧
事
業
が
実
施
さ
れ
，
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
は

農
業
復
興
組
合
で
の
が
れ
き
取
り
な
ど
の
活
動
が
あ
っ
た
。

（
2
）

復
興
交
付
金
事
業
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業

こ
の
年

の
夏
（
被
災
後
約

1
年
半
），

復
興
交
付
金
事
業
に
よ
る
「
農
山

漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
」（

以
下
，「

圃
場
整
備
」

と
い
う
）
に
つ
い
て
地
元
説
明
が
は
じ
め
て
あ
っ
た
。
本
事
業

は
農

家
の

費
用

負
担

ゼ
ロ

に
て

実
施

で
き

る
も

の
で

あ
っ

た

が
，
農
業
機
械
を
喪
失
し
た
農
家
の
多
く
で
は
「
農
地
が
き
れ

い
に
な
り
大
き
く
な
っ
て
も
機
械
が
な
く
て
は
営
農
再
開
で
き

ず
，
機
械
を
再
度
準
備
す
る
だ
け
の
経
済
的
余
裕
が
な
い
」
と

い
う
状
況
で
あ
り
，
当
初
は
本
事
業
に
積
極
的
に
な
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
，
同
時
期
に
，
復
興
交
付
金
事
業
に
よ
る

「
被
災
地
農
業
復
興
総
合
支
援
事
業
」（

以
下
，「

リ
ー
ス
事
業
」

と
い

う
）
が

農
家

へ
紹

介
さ

れ
た
。
こ

れ
は
，
国

の
支

援
に

よ
っ
て
市
町
村
が
農
業
機
械
・
施
設
を
用
意
し
，
今
回
の
被
災

に
よ

り
農

業
機

械
な

ど
を

失
っ

た
地

域
で
，
あ

る
程

度
ま

と

ま
っ
た
農
地
を
営
農
す
る
生
産
組
織
へ
無
償
で
貸
し
出
す
と
い

う
事
業
で
あ
る
。
農
業
機
械
を
失
っ
た
農
家
は
，
こ
の
リ
ー
ス

事
業

を
活

用
す

れ
ば

農
業

を
再

開
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

で

は
，
と
の
思
い
か
ら
，
地
域
の
農
家
と
と
も
に
生
産
組
織
設
立

の
検
討
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
3
）

生
産
組
織
の
設
立
へ

無
償
で
農
業
機
械
な
ど
を
借

り
る
こ
と
の
で
き
る
リ
ー
ス
事
業
を
活
用
す
る
た
め
に
は
，
そ

の
要
件
と
し
て
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
農
地
を
営
農
す
る
生
産

組
織
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
被
災
前
の
本
地
域
で
は
小
規
模

の
兼
業
農
家
が
多
く
，
農
業
機
械
・
施
設
を
失
い
離
農
意
向
を

持
っ
て
い
た
。
離
農
意
向
の
農
家
で
は
，
農
地
を
手
放
し
て
も

良
い
，
貸
し
て
も
良
い
と
い
う
意
向
で
あ
る
が
，
特
に
「
集
落

の
人
（
顔
見
知
り
の
人
，
ど
の
よ
う
な
農
業
を
す
る
か
知
っ
て

い
る

人
）
に

貸
し

た
い
」
と

い
う

意
向

が
強

か
っ

た
。
し

た

が
っ
て
，
農
家
同
士
が
顔
見
知
り
の
範
囲
で
あ
る
「
集
落
の
範

囲
」
が
農
地
を
集
約
で
き
る
範
囲
と
な
り
，
生
産
組
織
の
単
位

と
な

っ
た
。
集

落
の

範
囲

の
農

地
面

積
は

本
地

域
で

約

60
〜
10

0
h
a
で
あ
る
。
こ
れ
ら
生
産
組
織
は
，
営
農
再
開
の
時

期
に
あ
わ
せ
て
リ
ー
ス
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
，
約

3〜
6
カ
月
と
い
う
あ
わ
た
だ
し
さ
で
設

立
の
準
備
が
な
さ
れ
，
順
次
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
な
お
，
各
集

落
で
は
十
分
な
経
営
見
通
し
が
あ
っ
て
の
生
産
組
織
の
立
上
げ

で
は
な
か
っ
た
。
多
く
の
農
家
が
離
農
意
向
を
持
つ
中
，
圃
場

整
備
が
実
施
さ
れ
て
も
誰
か
が
や
ら
な
い
と
受
け
継
い
で
き
た

農
地

を
放

棄
す

る
こ

と
に

な
っ

て
し

ま
う

と
い

う
危

機
感

か

ら
，
被
災
前
の
担
い
手
農
家
や
被
災
当
時
の
集
落
の
農
業
関
係

の
役
員
が
，
先
行
き
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
中
で
の
苦
渋
の
決

断
で
生
産
組
織
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。

3
.

震
災
発
生
か
ら

3
年
目
（
平
成

2
5
年
度
）

（
1
）

農
地
の
復
旧

自
動
車
専
用
道
路
と
海
岸
線
の
中
間

よ
り
も
西
側
の
農
地
約

47
h
a
で
営
農
が
再
開
さ
れ
た
が
，
そ

れ
以
外
の
エ
リ
ア
で
は
引
続
き
災
害
復
旧
事
業
，
農
業
復
興
組

合
で
の
活
動
が
継
続
さ
れ
た
。
す
で
に
営
農
を
再
開
し
て
い
た

自
動
車
専
用
道
路
よ
り
西
側
な
ど
の
農
地
で
は
，
水
稲
の
収
穫

後
に
圃
場
整
備
が
開
始
さ
れ
た
。

（
2
）

新
し

い
生

産
組

織
に

よ
る

営
農

の
開

始
平

成
25

年
度
か
ら
は
，
5
集
落
中

2
集
落
で
リ
ー
ス
事
業
に
よ
る
農
業

機
械
な
ど
を
活
用
し
て
，
新
た
に
設
立
さ
れ
た
生
産
組
織
に
よ

る
営
農
が
始
ま
っ
て
い
る
。

4
.

今
後

の
予

定
（
震

災
発

生
か

ら
4
・
5
年

目
：
平

成

2
6
・
2
7
年
度
）

今
後
も
災
害
復
旧
事
業
は
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
が
，
復
興

農
業

農
村

工
学

会
誌

第
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巻
第

3
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W
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L
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a
n
d
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n
v
ir
o
n
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I
.

は
じ

め
に

1
.

本
報
の
目
的

農
業
の
復
興
対
策
は
，
農
業
生
産
基
盤
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
と

誰
が
ど
の
よ
う
な
営
農
を
す
る
の
か
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
が
両
輪

と
な
っ
て
実
現
す
る
。
し
か
し
，
後
者
は
目
に
見
え
ず
対
応
が

遅
れ
が
ち
で
あ
り
，
結
果
的
に
復
興
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

本
報
で
は
，
東
日
本
大
震
災
か
ら

3
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
宮
城
県
の
津
波
被
災
地
で
あ
る
平
野
部
農
村
地
域
で
の

農
業
復
興
状
況
に
つ
い
て
，
特
に

A
市
内
の
津
波
被
災
地
内

で
近
接
す
る

5
つ
の
集
落
に
お
い
て
，
隣
同
士
で
あ
っ
て
も
条

件
の
違
い
に
よ
っ
て
農
業
復
興
の
状
況
が
相
違
す
る
現
状
を
明

ら
か
に
し
，
今
後
の
農
業
復
興
に
関
す
る
提
案
や
課
題
に
つ
い

て
考
察
す
る
。
な
お
，
本
報
は
，
主
に
宮
城
県
か
ら
の
委
託
調

査
で
，
津
波
被
災
地
の
集
落
な
ど
に
お
け
る
被
災
後
の
営
農
体

制
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て
合
意
形
成
支
援
を
実
施
し
た
時
の
調

査
・
検
討
に
基
づ
き
，
特
に
農
業
復
興
の
ソ
フ
ト
面
に
焦
点
を

あ
て
た
も
の
で
あ
る
。

2
.

対
象
地
域
の
概
要
お
よ
び
被
災
状
況

今
回
対
象
と
す
る
地
域
が
属
す
る

A
市
は
，
宮
城
県
の
ほ

ぼ
中

央
部
，
仙

台
平

野
の

一
部

に
位

置
す

る
人

口
約

72
,0
00

人
の
市
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
，
死
者

91
1
人
，
行
方

不
明
者

41
人
，
半
壊
以
上
の
建
物

5,
00
0
棟
以
上
の
甚
大
な

被
害
で
あ
っ
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は
す
べ
て
津
波
の
被
害

で
あ
り
，
沿
岸
部
で
は
家
屋
の
全
壊
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

津
波
は
海
岸
か
ら
最
大
で
約

5
k
m

ま
で
侵
入
し
た
。
津
波
の

ほ
と
ん
ど
は
い
っ
た
ん
自
動
車
専
用
道
路
で
せ
き
止
め
ら
れ
た

が
，
開
口
部
か
ら
し
み
出
し
道
路
の
西
側
に
ま
で
達
し
た
。
本

報
で
は
，
そ
の
中
で
も
最
も
海
岸
部
に
近
い

5
つ
の
集
落
を
対

象
と
す
る
（
図
-1

）。

3
.

調
査
方
法

調
査
方
法
は
，
主
に
対
象
地
域
の
市
役
所
農
政
部
局
，
JA

，

そ
し
て
集
落
の
営
農
を
担
う
生
産
組
織
メ
ン
バ
ー
へ
の
聞
取
り

調
査
で
あ
る
。
期
間
は
平
成

24
年

11
月
か
ら
平
成

25
年

12

月
に
わ
た
っ
て
実
施
し
，
特
に
各
集
落
生
産
組
織
メ
ン
バ
ー
に

は
複
数
回
の
聞
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

I
I
.

農
業

復
興

の
経

緯
お

よ
び

タ
イ

ム
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

A
市
に
お
け
る
農
業
復
興
は
，
農
地
を
被
災
前
の
姿
へ
戻
す

「
災
害
復
旧
事
業
」，

さ
ら
に
大
規
模
化
を
目
指
す
圃
場
整
備
事

業
な
ど
の
「
復
興
交
付
金
事
業
」
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
そ
の
進

捗
状
況
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
。
以
下
で
は
，
本
地
域

の
状
況
を
説
明
す
る
た
め
に
，
震
災
発
生
か
ら
こ
こ
ま
で
の
進

捗
状
況
お
よ
び
復
興
交
付
金
事
業
の
年
限
で
あ
る
平
成

27
年

度
末
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
，
農
業
復

旧
・
復
興
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

1
.

震
災
発
生
か
ら

1
年
間
（
平
成

2
3
年
度
）

（
1
）

農
地
の
復
旧
：
が
れ
き
除
去
と
除
塩

津
波
に
よ
る

浸
水
被
害
を
受
け
た
農
地
で
は
，
ま
ず
除
塩
・
が
れ
き
除
去
な

報
文
・
宮
城
県
平
野
部
の
津
波
被
災
地
で
の
農
業
復
興
の
現
状
と
課
題

水
土
の
知

8
2
（

3
）

27 2
2
3
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特

集
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宮
城
県
平
野
部
の
津
波
被
災
地
で
の
農
業
復
興
の
現
状
と
課
題

東
日

本
大

震
災

，
圃

場
整

備
，

生
産

組
織
，

復
興

交
付

金
事

業
，

被
災

農
家

経
営

再
開

支
援

事
業
，

農
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，
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図
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対
象
地
域
の
位
置
関
係
の
模
式
図
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（
2
）

被
災
前
の
農
業

ほ
と
ん
ど
が
水
稲
で
小
規
模
・
兼

業
農
家
で
あ
っ
た
。
地
域
全
体
で
約

90
h
a
で
あ
る
。

（
3
）

農
業
関
係
の
被
災
状
況

農
地
は
津
波
に
よ
り
全
面

浸
水
の
被
害
が
あ
っ
た
が
，
農
業
機
械
や
施
設
に
つ
い
て
は
，

上
記

3
集
落
に
比
べ
被
害
が
比
較
的
小
さ
か
っ
た
。

（
4
）

農
業

復
旧

・
復

興
の

状
況

平
成

25
年

1
月

に
任

意
の
生
産
組
織
を
設
立
し
た
。
平
成

25
年
春
よ
り
リ
ー
ス
事

業
を
活
用
し
，
一
部
農
地
約

13
h
a（

集
落
農
地
の

1
割
強
）
で

営
農
を
再
開
し
た
。

5
.

e
集
落

（
1
）

地
域

の
概

要
お

よ
び

津
波

被
害

の
状

況
e
集

落
は

自
動
車
専
用
道
路
よ
り
西
側
に
位
置
し
，
今
回
対
象
と
す
る

5

つ
の
集
落
の
中
で
は
，
住
宅
な
ど
へ
の
津
波
の
被
害
は
比
較
的

小
さ
い
。

（
2
）

被
災

前
の

農
業

約
80

h
a
の

農
地

の
ほ

と
ん

ど
が

水
稲
で
小
規
模
・
兼
業
農
家
で
あ
っ
た
。

（
3
）

農
業
関
係
の
被
災
状
況

一
部
農
地
で
浸
水
被
害
を

受
け

た
が
，
農

業
機

械
・

農
業

施
設

の
被

害
は

ほ
と

ん
ど

な

か
っ
た
。

（
4
）

農
業

復
旧

・
復

興
の

状
況

平
成

24
年

度
よ

り
営

農
を
再
開
し
て
お
り
，
農
業
機
械
の
被
害
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
，
他
集
落
と
は
異
な
り
被
災
前
と
ほ
ぼ
同
様
の
営

農
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
平
成

25
年
度
の
収
穫
後
か
ら
は
圃

場
整
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
，
農
業
機
械
な
ど
の
被
害
が

小
さ
か
っ
た
た
め
，
他
集
落
の
よ
う
に
リ
ー
ス
事
業
を
活
用
し

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
，
農
業
機
械
は
従
前
の
区
画
規
模
の

も
の
が
あ
る
が
，
圃
場
整
備
後
の
大
き
な
区
画
の
水
田
で
の
作

業
に
適
し
た
農
業
機
械
を
新
た
に
購
入
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

I
V
.

5
集

落
の

農
業

復
興

に
影

響
を

与
え

る
要

因

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
隣
り
合
う
集
落
で
あ
っ
て
も
そ
の
復

興
状
況
は
異
な
っ
て
い
る
。
農
業
復
興
に
影
響
を
与
え
る
要
因

は
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
，
そ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と

で
復
興
状
況
の
複
雑
さ
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

1
.

農
業
生
産
基
盤
の
被
災
状
況

農
業
生
産
基
盤
の
被
災
状
況
が
比
較
的
小
さ
い
場
合
に
は
，

早
い
時
期
に
復
旧
が
な
さ
れ
，
営
農
再
開
の
準
備
が
整
う
こ
と

か
ら
，
ま
ず
は
農
業
生
産
基
盤
の
被
災
状
況
が
農
業
復
興
へ
影

響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
。
農
地
へ
の
浸
水
被
害
が
比
較
的

小
さ
か
っ
た

e
集
落
で
は
農
地
の
復
旧
が
最
も
早
く
営
農
再
開

も
早
か
っ
た
一
方
で
，
被
害
の
最
も
大
き
か
っ
た

a
集
落
で
は

い
ま
だ
農
地
が
復
旧
途
中
で
あ
り
営
農
再
開
が
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。

2
.

農
業
機
械
な
ど
の
被
災
状
況

農
業
基
盤
が
復
旧
す
る
と
し
て
も
，
農
業
機
械
な
ど
が
被
災

し
た
場
合
に
は
，
特
に
兼
業
農
家
に
新
た
な
投
資
へ
の
負
担
感

か
ら

営
農

意
欲

を
失

わ
せ

る
大

き
な

要
因

と
な

っ
た
。
一

方

で
，
リ
ー
ス
事
業
の
活
用
が
営
農
再
開
へ
の
大
き
な
き
っ
か
け

と
も
な
っ
て
い
る
。

3
.

農
家
の
住
宅
の
被
災
状
況

ま
た
自
ら
の
住
宅
が
あ
る
か
ど
う
か
は
，
営
農
再
開
を
考
え

る
際
に
経
営
面
で
も
心
理
面
で
も
非
常
に
大
き
な
要
因
と
な
っ

た
。
c，

d
，
e
集
落
は
住
宅
へ
の
被
害
が
比
較
的
小
さ
く
修
理

を
し
て
同
じ
と
こ
ろ
に
住
む
こ
と
の
で
き
た
農
家
も
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
，
営
農
再
開
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
一
方
で
，
住
宅
に
も
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た

a，
b
集
落

で
は
，
住
宅
再
建
の
費
用
が
必
要
で
あ
り
，
農
業
へ
の
再
投
資

に
躊
躇
す
る
農
家
も
多
か
っ
た
。

4
.

被
災
前
の
営
農
状
況

被
災

前
よ

り
担

い
手

農
家

に
よ

っ
て

営
農

さ
れ

て
い

た
c

集
落

で
は

他
集

落
に

比
べ

生
産

組
織

の
設

立
が

ス
ム

ー
ズ

で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
ほ
か
の
集
落
は
，
多
く
が
小
規
模
・

兼
業
農
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
被
災
後
に
は
離
農
意
向
の
農

家
も

多
く
，
生

産
組

織
設

立
ま

で
に

は
経

営
へ

の
責

任
や

グ

ル
ー
プ
で
の
営
農
に
対
す
る
不
安
・
戸
惑
い
が
あ
っ
た
。
リ
ー

ス
事
業
へ
の
申
請
の
た
め
に
も
早
期
の
設
立
が
求
め
ら
れ
，
そ

れ
が
地
域
へ
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
。

V
.

さ
ら

な
る

農
業

復
興

に
必

要
な

こ
と

震
災
発
生
か
ら

3
年
経
過
し
た
が
農
業
復
興
は
ま
だ
途
上
で

あ
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
農
業
復
興
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
と

し
て
，
特
に
今
後
の
営
農
の
中
心
で
あ
る
生
産
組
織
に
関
わ
る

こ
と
に
つ
い
て
以
下
に
あ
げ
る
。

1
.

生
産
組
織
へ
の
営
農
面
・
経
営
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

被
災
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
設
立
さ
れ
た
生
産
組
織
は
，

経
営
面
で
の
十
分
な
検
討
を
し
た
上
で
の
設
立
で
は
な
く
，
離

農
意
向
の
農
家
が
多
い
中
，
地
域
の
農
地
を
守
る
た
め
に
，
ま

た
リ
ー
ス
事
業
の
受
け
皿
と
な
る
た
め
に
，
集
落
の
代
表
的
な

農
家
が
苦
渋
の
決
断
で
設
立
し
た
組
織
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ま

で
に
自
己
完
結
型
の
営
農
を
し
て
い
た
農
家
が
は
じ
め
て
集
団

で
営
農
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
組
織
で
の
営
農
お
よ
び
経
営

に
つ
い
て
十
分
経
験
や
知
見
を
持
た
な
い
生
産
組
織
が
多
く
設

立
さ

れ
て

い
る

と
い

う
状

況
で

あ
る
。
農

業
復

興
の

た
め

に

は
，
こ

れ
ら

生
産

組
織

へ
の

営
農

面
お

よ
び

経
営

面
で

の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。

2
.

生
産
組
織
メ
ン
バ
ー
以
外
の
元
農
家
の
参
画

生
産
組
織
の
メ
ン
バ
ー
は

5〜
7
人
で
あ
り
，
主
に
そ
の
メ

ン
バ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
し
て
い
る
が
，
草
刈
り
な
ど
の

人
手
が
必
要
な
作
業
を
す
る
際
に
は
，
生
産
組
織
の
メ
ン
バ
ー

の
み
で
は
人
手
が
足
り
ず
，
そ
れ
以
外
の
元
農
家
に
頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
生
産
組
織
の
メ
ン
バ
ー
以
外
の
元
農
家
は
，

農
業
機
械
な
ど
も
被
災
し
離
農
を
し
た
人
た
ち
で
あ
る
が
，
地

域
に
お
い
て
は
今
後
も
そ
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
，
農
林
水
産

農
業

農
村

工
学

会
誌
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6

交
付
金
事
業
で
あ
る
圃
場
整
備
は
，
年
限
が
震
災
発
生
よ
り

5

年
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
平
成

27
年
度
末
ま
で
の
完
了
を
目

標
と
し
て
い
る
た
め
，
平
成

26
年
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
農
地

か
ら
圃
場
整
備
が
開
始
さ
れ
，
圃
場
整
備
が
終
了
し
た
農
地
で

は
順
次
営
農
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

I
I
I
.

集
落

ご
と

の
農

業
復

興
の

状
況

以
下
で
は
，
対
象
地
域
の

5
集
落
そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
状
況
，

被
災
前
の
農
業
お
よ
び
現
在
ま
で
の
農
業
復
興
状
況
に
つ
い
て

記
載
す
る
。

1
.

a
集
落

（
1
）

地
域

の
概

要
お

よ
び

津
波

被
害

の
状

況
a
集

落
は

自
動
車
専
用
道
路
の
東
側
に
位
置
し
，
本
報
が
対
象
と
す
る

5

つ
の
集
落
の
中
で
も
一
番
海
に
近
く
，
津
波
に
よ
る
被
害
も

5

集
落
の
中
で
は
最
も
大
き
い
。
地
域
は
全
面
浸
水
の
被
害
を
受

け
，
住
宅
は
ほ
ぼ
全
壊
で
あ
っ
た
。

（
2
）

被
災

前
の

農
業

集
落

の
農

地
は

約
10
0
h
a
で

あ

り
，
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
・
兼
業
農
家
で
あ
っ
た
。
多
く
は
水

田
で
あ
っ
た
。

（
3
）

農
業
関
係
の
被
災
状
況

農
地
は
全
面
浸
水
し
，
集

落
の
農
家
の
所
有
す
る
農
業
機
械
・
農
業
施
設
も
す
べ
て
被
災

し
た
。

（
4
）

農
業

復
旧

・
復

興
の

状
況

最
も

甚
大

な
被

害
で

あ
っ
た
た
め
農
地
の
復
旧
が
途
上
で
あ
り
，
い
ま
だ
に
営
農
を

再
開
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
当
初
，
平
成

26
年
春
ま
で
に

地
域
す
べ
て
の
農
地
の
復
旧
が
完
了
の
予
定
で
あ
っ
た
が
，
ま

ず
は
約

40
h
a（

集
落
農
地
の
約

4
割
）
の
み
の
復
旧
お
よ
び

営
農
再
開
と
な
る
。
平
成

26
年
の
収
穫
後
に
は
す
べ
て
の
農

地
で
圃
場
整
備
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
a
集
落
で
は
圃

場
整
備
後
の
地
域
営
農
の
担
い
手
と
な
る
べ
く
，
ま
た
リ
ー
ス

事
業
の
受
け
皿
に
な
る
べ
く
平
成

25
年

6
月
に
地
区
農
家
を

構
成
員
と
す
る
任
意
の
生
産
組
織
を
結
成
し
て
お
り
，
生
産
組

織
以
外
の
農
家
は
自
ら
に
よ
る
営
農
を
断
念
し
，
生
産
組
織
へ

農
地
を
貸
し
出
す
こ
と
で
合
意
が
で
き
て
い
る
。
住
宅
や
農
業

機
械
の
被
害
も
大
き
く
，
経
営
へ
の
責
任
も
で
て
く
る
こ
と
か

ら
，
当
初
は
生
産
組
織
の
メ
ン
バ
ー
に
は
な
か
な
か
手
が
上
が

ら
な
か
っ
た
。

2
.

b
集
落

（
1
）

地
域
の
概
要
お
よ
び
津
波
被
害
の
状
況

b
集
落
は

自
動
車
専
用
道
路
の
す
ぐ
東
側
に
位
置
し
，
a
集
落
と
並
び
被

害
の

大
き

な
地

域
で

あ
る
。
地

域
は

全
面

浸
水

の
被

害
を

受

け
，
住
宅
は
ほ
ぼ
全
壊
で
あ
っ
た
。

（
2
）

被
災
前
の
農
業

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
花
き
栽

培
で
宮
城
県
で
も
有
数
の
地
域
で
あ
り
，
多
く
の
農
家
が
「
花

き
プ
ラ
ス
水
稲
」
と
い
う
形
態
の
専
業
農
家
で
あ
り
，
特
に
花

き
栽
培
を
主
と
し
て
展
開
し
て
い
た
。
水
稲
は
約

50
h
a
で
栽

培
さ
れ
て
い
た
が
，
副
業
的
な
扱
い
で
あ
っ
た
。

（
3
）

農
業
関
係
の
被
災
状
況

農
地
は
全
面
浸
水
し
，
農

業
機
械
・
農
業
施
設
も
す
べ
て
被
災
し
た
。

（
4
）

農
業

復
旧

・
復

興
の

状
況

平
成

25
年

春
か

ら
は

自
動
車
専
用
道
路
の
西
側
に
あ
る
農
地
約

8
h
a（

集
落
農
地
の

1
割
弱
）
で
営
農
再
開
を
し
て
い
る
が
，
地
域
で
の
営
農
体
制

の
整
備
が
間
に
合
わ
ず
，
市
内
の
農
業
法
人
へ
営
農
を
依
頼
し

て
い
る
。
平
成

25
年

3
月
に
任
意
組
織
の
生
産
組
織
を
結
成

し
，
生
産
組
織
以
外
の
地
域
の
農
家
は
，
自
ら
に
よ
る
営
農
を

断
念
し
，
生
産
組
織
へ
農
地
を
貸
し
出
す
意
向
で
あ
る
。
し
か

し
，
住
宅
や
農
業
機
械
の
被
害
も
大
き
く
，
経
営
へ
の
責
任
も

で
て
く
る
こ
と
か
ら
，
生
産
組
織
の
メ
ン
バ
ー
に
は
当
初
な
か

な
か
手
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。
平
成

26
年
度
か
ら
は
所
有
す

る
ほ
と
ん
ど
の
農
地
が
復
旧
し
，
生
産
組
織
に
よ
る
営
農
を
開

始
す
る
予
定
。
ま
た
平
成

26
年
の
収
穫
後
に
は
す
べ
て
の
農

地
で
圃
場
整
備
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

3
.

c
集
落

（
1
）

地
域

の
概

要
お

よ
び

津
波

被
害

の
状

況
c
集

落
は

海
岸
部
の
港
お
よ
び
市
街
地
と
，
自
動
車
専
用
道
路
の
東
部
・

西
部
に
農
地
が
広
が
る
地
域
で
あ
り
，
特
に
海
岸
に
接
す
る
市

街
地
で
の
津
波
に
よ
る
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
，
自
動

車
専
用
道
路
の
西
側
で
は
住
宅
へ
の
被
害
は
比
較
的
少
な
か
っ

た
。

（
2
）

被
災

前
の

農
業

多
く

が
水

稲
で

あ
り
，
約

60
h
a

で
展
開
さ
れ
て
い
た
。
ほ
か
の
集
落
と
異
な
る
の
は
，
7
戸
の

担
い
手
農
家
が
地
域
の
他
農
家
か
ら
農
地
を
借
り
て
営
農
を
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

（
3
）

農
業
関
係
の
被
災
状
況

自
動
車
専
用
道
路
の
東
側

で
は
，
農
地
は
全
面
浸
水
し
農
業
機
械
な
ど
も
す
べ
て
被
災
し

た
。
一
方
で
，
自
動
車
専
用
道
路
の
西
側
で
は
，
農
地
は
浸
水

し
た
が
東
側
に
比
べ
て
被
害
は
小
さ
く
，
農
業
機
械
な
ど
の
被

害
も
小
さ
か
っ
た
。

（
4
）

農
業
復
旧
・
復
興
の
状
況

自
動
車
専
用
道
路
よ
り

西
側
で
は
，
平
成

24
年
春
よ
り
約

9
h
a
の
農
地
で
営
農
再
開

し
て
い
た
。
こ
れ
は
農
地
の
被
害
も
比
較
的
小
さ
く
，
ま
た
農

業
機
械
の
被
害
が
な
か
っ
た
農
家
が
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
平
成

24
年

12
月
に
は
，
被
災
前
の
担
い
手
農
家
を
中

心
と
し
て
生
産
組
織
を
設
立
し
，
平
成

25
年
度
か
ら
は
リ
ー

ス
事
業
を
活
用
し
て
生
産
組
織
と
し
て
営
農
を
開
始
し
た
。
平

成
25

年
度

は
自

動
車

専
用

道
路

よ
り

東
側

の
農

地
約

16
h
a

（
集
落
農
地
の
約

1/
4）

で
営
農
再
開
し
て
い
る
。
平
成

26
年

度
か
ら
は
さ
ら
に
約

15
h
a（

集
落
農
地
の
約

1/
4）

で
営
農
を

再
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

4
.

d
集
落

（
1
）

地
域
の
概
要
お
よ
び
津
波
被
害
の
状
況

d
集
落
は

上
記

3
集
落
よ
り
南
側
に
位
置
し
，
自
動
車
専
用
道
路
の
東
側

で
あ
る
。
上
記

3
地
域
に
比
べ
て
住
宅
へ
の
津
波
の
被
害
は
比

較
的
小
さ
か
っ
た
。

報
文
・
宮
城
県
平
野
部
の
津
波
被
災
地
で
の
農
業
復
興
の
現
状
と
課
題

水
土
の
知

8
2
（

3
）

29 2
2
5

−　225　−



省
の

農
地

・
水

保
全

管
理

支
払

交
付

金
を

活
用

す
る

な
ど

に

よ
っ
て
，
今
後
も
関
係
を
保
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

3
.

地
域
全
体
で
の
農
業
に
関
す
る
情
報
の
共
有

生
産
組
織
の
メ
ン
バ
ー
以
外
の
元
農
家
に
も
繁
忙
期
に
は
手

伝
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
こ
と
や
，
将
来
に
わ
た
っ
て
農
地

を
継
続
し
て
生
産
組
織
が
借
り
る
た
め
に
，
地
域
の
農
地
所
有

者
に
は
離
農
し
て
も
地
域
の
農
業
の
状
況
に
つ
い
て
は
知
っ
て

お
い
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
，
生
産
組
織
メ

ン
バ
ー
と
そ
れ
以
外
の
元
農
家
で
あ
る
農
地
の
所
有
者
と
の
間

で
は
，
地
域
農
業
に
関
す
る
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

V
I
.

農
業

復
興

過
程

に
お

け
る

課
題

震
災
発
生
か
ら

3
年
の
間
，
農
家
，
行
政
関
係
者
，
JA

，
土

地
改
良
区
な
ど
の
被
災
地
で
の
農
業
復
興
の
関
係
者
は
，
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
，
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
膨
大
な
作
業
を
遂
行

し
，
こ

こ
ま

で
進

ん
で

き
た
。
そ

の
労

苦
に

敬
意

を
表

し
つ

つ
，
そ
の
中
で
改
善
す
べ
き
点
を
提
案
し
た
い
。

1
.

復
興
交
付
金
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
柔
軟
性

復
興
交
付
金
事
業
は
震
災
発
生
か
ら

5
年
間
と
い
う
年
限
，

す
な
わ
ち
平
成

27
年
度
末
ま
で
に
事
業
完
了
の
必
要
が
あ
り
，

圃
場
整
備
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守
る
こ

と
が
関
係
者
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
圃
場
整

備
の
準
備
か
ら
施
工
ま
で
通
常

10
年
以
上
か
か
る
が
，
被
災

し
て
い
る
と
い
う
特
殊
な
状
況
の
中
で
，
関
係
地
権
者
へ
の
説

明
，
同
意
徴
収
，
換
地
，
工
事
な
ど
を

5
年
と
い
う
限
ら
れ
た

期
間
で
完
了
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
拙
速
と
な
れ
ば
，

後
々
の
営
農
再
開
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
早
期
の
農

業
復
興
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
は
あ
る
が
，
集
落
移
転
や
換
地
調

整
な
ど
に
よ
り
や
む
を
得
ず
期
間
を
要
し
て
い
る
地
域
に
あ
っ

て
は
，
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
柔
軟
に
設
定
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

2
.

専
門
的
知
見
を
有
す
る
行
政
職
員
の
増
員

本
報
で
述
べ
た
よ
う
に
，
復
興
交
付
金
事
業
の
タ
イ
ト
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
，
各
集
落
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
な
複
雑

な
農

業
復

興
状

況
へ

の
多

様
か

つ
専

門
的

な
対

応
が

求
め

ら

れ
，
県
や
市
町
村
の
行
政
職
員
は
そ
れ
ら
に
関
す
る
業
務
に
忙

殺
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
被
災
地
か
ら
の
要

請
に
応
じ
て
全
国
か
ら
多
く
の
技
術
者
が
支
援
に
赴
い
て
は
い

る
が
，
今
後
も
土
地
改
良
事
業
制
度
や
農
業
経
営
へ
の
知
見
や

経
験
を
有
す
る
行
政
職
員
の
増
員
に
よ
っ
て
，
複
雑
な
農
業
復

興
状
況
へ
よ
り
丁
寧
な
対
応
も
で
き
，
各
集
落
で
の
農
業
復
興

に
も
資
す
る
こ
と
と
な
る
。

3
.

集
落
リ
ー
ダ
ー
へ
の
サ
ポ
ー
ト

本
報
で
紹
介
し
た
集
落
で
は
，
圃
場
整
備
の
個
々
の
農
家
へ

の
説
明
な
ど
，
行
政
と
個
々
の
農
家
・
農
地
所
有
者
と
の
間
で

連
絡
調
整
を
し
て
い
る
の
は
，
各
集
落
の
リ
ー
ダ
ー
の
農
家
で

あ
る
。
圃
場
整
備
な
ど
農
業
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
も
，
地
権

者
へ
の
同
意
徴
収
，
生
産
組
織
へ
の
農
地
の
貸
借
の
依
頼
，
換

地
，
リ
ー
ス
事
業
の
申
請
手
続
き
，
新
し
い
営
農
体
制
へ
の
対

応
な
ど
が
あ
り
，
さ
ら
に
は
経
験
の
な
い
生
産
組
織
の
経
営
も

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
ら
の
生
活
再
建
を
し
な
が
ら
，
地

域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
役
」
を
こ
な
し
て
お
り
，
農
業
復
興
に

関
わ
る
主
体
の
中
で
は
物
理
的
に
も
精
神
的
に
も
最
も
厳
し
い

立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
人
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。

本
報
で
報
告
し
た
内
容
は
，
宮
城
県
の
許
可
を
得
て
委
託
業

務
「
平
成

24
年
度
地
域
農
業
復
興
支
援
事
業
」
の
成
果
を
活

用
し
ま
し
た
。
ま
た
，
平
成

25
年
度
農
業
農
村
工
学
会
全
国

大
会
企
画
セ
ッ
シ
ョ
ン
（「

震
災
復
興
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
課

題
農
村
計
画
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

」，
農
村
計
画
研
究
部

会
討
論
集
会
）
に
て
報
告
し
た
内
容
に
追
加
を
し
て
と
り
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
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